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平成29年６月21日（水曜日）

午前10時０分開会

会議に付託された議案等

○議案第１号 平成29年度宮崎県一般会計補正

予算（第１号）

○議案第７号 工事請負契約の変更について

○報告事項

・損害賠償額を定めたことについて（別紙１）

・平成28年度宮崎県繰越明許費繰越計算書（別

紙３）

○商工観光振興対策及び土木行政の推進に関す

る調査

○その他報告事項

・県内経済の概況等について

・平成28年度における中小企業振興の取組状況

について

・みやざき産業振興戦略の実績と今後の取組に

ついて

・県立産業技術専門校高鍋校寄宿舎の耐震診断

結果を受けた対応について

・立地企業の雇用実績について

・平成28年度県外からのスポーツキャンプ・合

宿の受入実績について

・新宿みやざき館ＫＯＮＮＥの飲食店運営事業

者の選定結果について

・グローバル戦略の実績と今後の取組について

・22万トン級クルーズ船受入環境の整備につい

て

・美しい宮崎づくりに関する取組状況について

・次期指定管理者の指定について

・高速道路等の整備状況と課題について

出席委員（８人）

委 員 長 渡 辺 創

副 委 員 長 島 田 俊 光

委 員 坂 口 博 美

委 員 星 原 透

委 員 外 山 衛

委 員 黒 木 正 一

委 員 満 行 潤 一

委 員 重 松 幸次郎

欠席委員（なし）

委員外議員（なし）

説明のため出席した者

商工観光労働部

商工観光労働部長 中 田 哲 朗

商工観光労働部次長 佐 野 詔 藏

企業立地推進局長 黒 木 秀 樹

観光経済交流局長 福 嶋 清 美

商 工 政 策 課 長 小 堀 和 幸

経営金融支援室長 齊 藤 安 彦

企 業 振 興 課 長 河 野 譲 二

柚木崎 千鶴子食品・メディカル産業推進室長

雇用労働政策課長 外 山 景 一

企 業 立 地 課 長 温 水 豊 生

観 光 推 進 課 長 岩 本 真 一

中 嶋 亮オールみやざき営業課長

野 間 純 利工業技術センター所長

水 谷 政 美食品開発センター所長

林 睦 朗県立産業技術専門校長

県土整備部

県 土 整 備 部 長 東 憲之介

県土整備部次長
向 畑 公 俊

（ 総 括 ）

県土整備部次長
瀬戸長 秀 美

(道路･河川･港湾担当)
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県土整備部次長
上別府 智

(都市計画･建築担当)

高速道対策局長 前 内 永 敏

部参事兼管理課長 中 原 光 晴

用 地 対 策 課 長 河 野 和 正

技 術 企 画 課 長 大 坪 正 和

工 事 検 査 課 長 巢 山 藤 明

道 路 建 設 課 長 上 田 秀 一

道 路 保 全 課 長 西 田 員 敏

河 川 課 長 高 橋 秀 人

ダ ム 対 策 監 金 丸 悟

砂 防 課 長 米 倉 昭 充

港 湾 課 長 明 利 浩 久

空 港 ・ ポ ー ト
有 馬 誠

セールス対策監

都 市 計 画 課 長 中 村 安 男

建 築 住 宅 課 長 志 賀 孝 守

営 繕 課 長 松 元 義 春

施設保全対策監 楠 田 孝 蔵

高速道対策局次長 城 戸 竹 虎

事務局職員出席者

政策調査課主幹 西久保 耕 史

議 事 課 主 査 弓 削 知 宏

ただいまから商工建設常任委員○渡辺委員長

会を開会いたします。

まず、委員会の日程についてであります。お

手元に配付いたしました日程案のとおりでよろ

しいでしょうか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、そのように決定をい○渡辺委員長

たします。

執行部入室のため、暫時休憩いたします。

午前10時１分休憩

午前10時３分再開

委員会を再開いたします。○渡辺委員長

、当委員会に付託をされました議案等について

商工観光労働部長の概要説明を求めます。

なお、委員の質疑は、執行部の説明が全て終

了した後にお願いいたします。

。○中田商工観光労働部長 おはようございます

商工観光労働部でございます。本日はどうぞよ

ろしくお願いいたします。

まず、お礼を申し上げたいと存じます。渡辺

、 、委員長を初め 委員の皆様方におかれましては

先般の県内調査におきまして、県北及び県南地

域の商工観光労働部関係施設を調査していただ

きまして、まことにありがとうございます。

それから、既に御存じだと思いますけれど、

昨日の雨で国道220号の日南市宮浦で斜面崩壊が

ございまして、全面通行どめになっているとい

う話でございます。これから夏休みを控えて観

光に大きな影響が出るのではないかということ

で大変懸念しているところでございます。一日

も早い復旧を我々としては願っているところで

ございます。

それから、休憩中に、渡辺委員長のほうから

お話がございましたけれども、委員長の御了解

をいただきまして、本日ひなたポロシャツを着

用させていただきました。このポロシャツは、

既に御案内を申し上げましたけれども、宮崎の

企業が企画して、延岡で生産された糸を使用し

た生地を延岡の会社が縫製した、まさしくオー

ル宮崎の、メイドイン宮崎のポロシャツでござ

います。今後とも県民の皆様方の御理解、御協

力もいただきながら、日本のひなた宮崎県を広

く県内外に発信していきたいというふうに考え

ておりますので、引き続き委員の皆様方の御指

平成29年６月21日(水)
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導、御支援をいただきますようお願いを申し上

げます。

、 。それでは 座って御説明させていただきます

お配りしております常任委員会資料をごらん

いただきたいと思いますけれども、本日は目次

にございますとおり、平成29年６月定例県議会

提出議案、平成29年６月定例県議会提出報告書

及びその他報告事項について御説明をさせてい

ただきます。

その他報告事項につきましては、ここに掲載

しております県内経済の概況等７件のほか、本

日机上配付をさせていただきましたけれども、

新宿みやざき館ＫＯＮＮＥの飲食店運営事業者

の選定結果についてを含め、８件御説明をさせ

ていただきます。

それでは、資料の１ページをごらんいただき

たいと思います。

今回提出をしております商工観光労働部の関

係議案の概要であります。議案第１号「平成29

年度宮崎県一般会計補正予算（第１号 」につき）

ましては、地方創生推進交付金事業の実施に伴

う2,000万円の増額補正をお願いするものであり

ます。これによりまして、商工観光労働部の一

般会計歳出につきましては、表にございますと

おり、補正前の額421億540万3,000円に、補正

額2,000万円を増額いたしまして、合計で421

億2,540万3,000円となります。

議案の概要は以上でございます。

議案及び報告事項の詳細につきましては、担

当課長から御説明させていただきますので、よ

ろしくお願いいたします。

私からは以上でございます。

商工観光労働部長の概要説明が○渡辺委員長

終了いたしました。

次に、議案に関する説明を求めます。

。○小堀商工政策課長 商工政策課でございます

議案第１号、平成29年度宮崎県一般会計補正

（ ） 。予算 第１号 につきまして御説明いたします

お手元の冊子、平成29年度６月補正歳出予算

説明資料の青いインデックス、商工政策課のと

ころ、31ページをお開きください。

左から２列目の一般会計の補正額の欄にござ

いますとおり、2,000万円の増額補正をお願いい

。 、 、たしております この結果 補正後の予算額は

右から３列目の補正後の欄のとおり367億526

万4,000円となります。

33ページをお開きください。

この増額補正は （目）商業振興費の（事項）、

地域経済活性化支援事業費で、説明欄の１、新

規事業「プロフェッショナル人材戦略モデル支

援事業」でございまして、具体的な事業内容に

つきましては、常任委員会資料のほうで御説明

いたします。常任委員会資料の２ページをお開

きいただけますでしょうか。

新規事業、プロフェッショナル人材戦略モデ

ル支援事業についてでございます。初めに、資

料の下のほうに記載しております図をごらんく

ださい。

図の左側部分、現在の取組にございますとお

り、現在、県では県内企業による都市部のプロ

フェッショナル人材の採用、いわゆるプロ人材

の地方還流を促進する取り組みを行っておりま

す。

プロフェッショナル人材とは、販路開拓や生

産性向上などに豊富な経験を有する人材のこと

を指しますが、県内企業がこのような人材を活

用して、新たな事業課題に取り組むことにより

まして、経営改善や経営体質の強化が図られ、

引いては、本県経済の活性化につながることが

期待されます。県では、県内企業を支援するた

平成29年６月21日(水)
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めの拠点といたしまして、平成28年１月に、図

の中央にございます人材戦略拠点を設置し、拠

点のマネジャーを中心といたしまして、県内企

業との訪問面談を行い、求人ニーズを掘り起こ

しますとともに、都市部プロ人材に対する周知

等によりまして、県内企業による都市部プロ人

材の採用を支援しているところでございます。

今回の補正予算は、その支援をさらに強力に

進めていきますため、図の右側部分の６月補正

事業に記載しております５つの新たな取り組み

についてお諮りするものでございます。

資料の上のほうに戻っていただきまして、１

の事業の目的・背景についてでございます。

県内企業の経営改善、体質強化を図りますた

め、46道府県に設置されておりますプロフェッ

ショナル人材戦略拠点を活用した全国的なネッ

トワークを形成いたしまして、都市部大企業と

の連携強化を図りますとともに、県内企業にお

きます働き方改革の推進による魅力的な職場の

創出など、プロ人材の採用を支援するものでご

ざいます。

２の事業の概要でございますが、予算額

は2,000万円で、国の地方創生推進交付金を活用

するものでございます。

（３）の事業内容につきましては、全国協議

会が主催いたします研修会等への参加、大企業

との連携強化、仕事と子育てや介護、地域活動

等とのバランスのとれた新たな働き方の推進等

をテーマとした経営者向けのセミナー等の開催

や、働き方改革推進のモデル事業を実施するも

のでございます。

事業結果につきましては、外部有識者により

ます専門的な効果検証を行うこととしておりま

す。

３の事業効果でございますが、都市部の人材

が持つニーズと県内企業とのマッチング機能を

強化し、専門人材の地方還流がより一層促進さ

れますとともに、働き方改革を通じた職場環境

の魅力向上が図られまして、県内企業の成長戦

略の促進に資するものと考えております。

説明は以上でございます。

説明が終了いたしました。質疑○渡辺委員長

はございませんでしょうか。

、○黒木委員 補正予算はモデル支援事業ですが

もう28年からこの拠点運営事業というのが始

まっていて２年目ということでしょうか。そし

て、今回この補正ができて、新たな事業ができ

たというふうに考えていいわけですか。

先ほど御説明しまし○齊藤経営金融支援室長

たとおり、平成28年の１月に拠点を設置してお

りまして、１年ちょっとたっているということ

で、今回、地方創生推進交付金2,000万円が国の

ほうから参りましたので、新たに２ページの右

側にございますけれど、６月補正事業の５つの

事業をプラスして行うものでございます。

地方創生推進交付金が2,000万円と○黒木委員

いうことでございますけれども 推進交付金は50、

％助成ではないですか。全体の予算が2,000万、

その全てが推進交付金ということで考えていい

んですか。

全額交付金という形○齊藤経営金融支援室長

になっております。

この推進交付金は半額助成という○黒木委員

ことではないですか。

全額国費ということ○齊藤経営金融支援室長

でございます。

補足いたします。今、黒○小堀商工政策課長

木委員がおっしゃいましたように、例えば、拠

点整備交付金ですとか通常の推進交付金、こち

らにつきましては、国２分の１、それから、県
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２分の１というような形になっております。

わかりました。全国的なネットワ○黒木委員

ークを形成するということですけれど、全国的

に一斉にこのモデル事業というのは始まってい

るわけでしょうか。

全国的に始まってま○齊藤経営金融支援室長

す。

そして、事業結果については、外○黒木委員

部有識者により専門的に効果検証を行い報告書

を作成するということになっておりますけれど

も、まだ１年ちょっとということですが、この

人材採用の実績があるのか。それと、効果は、

地方創生交付金には、何かＫＰＩとかいう指標

をつくって検証すると言われますけれども、こ

ういう事業は、何人採用しようというのが指標

になっているのか、そして、今までの実績はど

。うなのかということをお伺いしたいと思います

また後ほど資料のほ○齊藤経営金融支援室長

うでも出ておりますけれども、平成28年度にお

ける中小企業振興の取り組み状況というところ

で、委員会資料の11ページの（２）のほうにあ

りますが、主な実績といたしましては、経営者

との訪問面談企業数が161企業、求人件数、これ

は、人材会社への求人票を出した件数ですけれ

ども、それは33件、そのうち採用されたのが３

件というふうになっております。

先ほどのＫＰＩの目標値ですけれども、一応

平成31年度までの目標といたしまして、経営者

との訪問面談件数が500件、あと求人件数が150

件、採用件数が30件というふうに目標を立てて

いるところでございます。

、 、○外山委員 関連ですけれども 下の図の右側

１から５まであります。このいろんな、人材戦

略全国協議会のセミナーに出るのは、皆さん、

県職員の方が出て、それをつなぐということ。

それとも、一般の方々もこれに参加するという

ことなんですか。

このプロフェッショ○齊藤経営金融支援室長

ナル人材戦略拠点というところに、もと旭化成

関連の会社の社長をされた方がマネジャーとし

ていらっしゃいまして、サブマネジャーという

ことで 中小企業診断士の方を２名 あとスタッ、 、

フ１名の４名体制でこの戦略拠点を運営してい

るんです。いろいろ訪問面談する中で、３番目

に、働き方改革や観光ＤＭＯなどの新たな人材

、ニーズの発掘などに係るセミナーということで

県外のほうから講師を呼んで 経営者等に集まっ、

ていただいて、そこでいろいろセミナーなりシ

ンポジウムを開催する事業ということで組み立

てをしているところでございます。

結局今おっしゃった４名体制の組○外山委員

織があって、そこの活動のための2,000万という

ことですね、企画するための。

１番のほうに、プロ○齊藤経営金融支援室長

フェッショナル人材戦略全国協議会事業とあり

ますが、全国協議会が主催するセミナーとか研

修会とかの参加費用とか、そういうのも含めて

この2,000万円でやらせていただこうということ

で、今回お願いしているところでございます。

よろしいですか。ほかいかがで○渡辺委員長

しょうか なければ私から１点だけ 先ほどの11。 。

ページのところでも、求人33件に対して、成約

３件、１割弱、31年度までの目標でも、150の求

人に対して30件の成約が大体目標だという話が

ありましたけれど、これちょっと詳しくわから

ないんですが、大体これぐらい成約したらいい

という目標の設定の仕方としては、どういう考

え方で、あと現状として、単純な目標値に比べ

れば、まだ水準が低いのかなという気がします

が、母数が低いからということもあるかもしれ
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ませんし、その辺はどんな考え方なんでしょう

か。

委員長おっしゃいま○齊藤経営金融支援室長

すとおり、なかなか成約件数が３件ということ

で伸びてないような現状でございます。

九州各県の状況をいいますと、福岡県とか佐

賀県、長崎県が十何件という形なんですけれど

、 、 、 、も 熊本県は７件なんですが 大分県 宮崎県

鹿児島県が３件というような、ちょっと実績が

少ない状況でございます。

確かに目標値は高いんですけれども、今回、

この補正をいただいて、訪問活動もふやして、

セミナーとか開催しまして、なるべくその30件

の目標値に近づけるように努力してまいりたい

というふうに考えております。

ほかございませんでしょうか。○渡辺委員長

よろしいですか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、次に、報告事項に関○渡辺委員長

する説明を求めます。

繰越明許費についてでご○小堀商工政策課長

ざいます 当部関連の事業につきまして 平成29。 、

年６月定例県議会提出報告書から委員会資料の

ほうに抜き出しておりますので、そちらを用い

て御説明させていただきます。

委員会資料の３ページをお開きください。

商工費、工鉱業費のローカルイノベーション

促進施設整備事業についてでございます。

これは、平成29年２月定例県議会におきまし

て、御承認いただきました繰越事業について、

繰越額が確定いたしましたことから今回御報告

、 、を行うもので 繰越額の欄にございますとおり

全額の３億4,200万円が繰越額となっておりま

す。

以上でございます。

説明が終了いたしましたが、質○渡辺委員長

疑がありましたらお願いいたします。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

よろしいですか。それでは、次○渡辺委員長

にまいります。その他報告事項に関する説明を

求めます。

商工政策課からは報告事○小堀商工政策課長

項が３件ございます。所管する所属が複数ござ

、 。いますが 一括して御説明させていただきます

まず、１つ目の報告事項といたしまして、県

内経済の概況等について御説明いたします。常

任委員会資料の４ページをお開きください。

まず、１の総論についてでございますが、こ

のページの表は、３つの機関の経済概況報告を

上から下へ時系列で記載しております。

一番左が日銀宮崎事務所、中央が宮崎財務事

務所で、この２つが本県経済に関するものにな

ります。一番右が、内閣府の月例経済報告で、

全国の状況になります。表に矢印が記載されて

、 、 、おりますが これは 前期と比較いたしまして

景気が上向きか横ばいか下向きかをあわらした

ものとなっております。本県の状況といたしま

しては、直近の判断では、左下のほうに日銀ご

ざいますが、宮崎県の景気は持ち直しの動きが

続いているとしておりまして、その右側、中央

の宮崎財務事務所が、県内経済は緩やかに持ち

直しているとしております。

５ページをごらんください。ここからは各論

になりますが （１）の個人消費、百貨店、スー、

パーの販売額でございます。表にありますとお

、 、 、り ４月は 全店ベース・既存店ベースともに

前年同月比マイナスとなっております。

宮崎財務事務所の調査によりますと、３月以

降は、気温が例年よりも低い日が多かったこと

から、春物衣料を中心に不調が続いているとの
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ことです。

次に （２）の乗用車販売台数についてでござ、

います。表の一番左になりますが、普通乗用車

、で前年同月比プラスが続いていることなどから

一番右の県全体につきましても、持ち直しの動

きが続いております。

６ページをお開きください。

（３）の観光についてでございます。一番上

の表にありますとおり、宮崎市内の主要ホテル

・旅館の宿泊客数は、２月が春季キャンプ期間

中でありましたものの、観客数が減少したこと

などから、国内客数・外国人客数ともに、前年

同月比マイナスとなっております。

グラフの下に記載しております表は、県内地

区別に調査を行ったものでございますが、全体

的に昨年４月に発生いたしました熊本地震から

の回復が見られますほか、宿泊客数が落ち込ん

でいた県北につきましても、回復の動きが見ら

れているところでございます。

続きまして （４）の製造業についてでござい、

ます。

本県の鉱工業生産指数は、３月が95.3となっ

ておりまして、電子部品・デバイス工業が低下

したことにより、２月の96.9から1.6ポイント低

下しております。

７ページをごらんください。

（５）の雇用情勢につきましては、アの有効

求人倍率は、着実に改善いたしておりまして、

本県は、表にありますとおり、２月の1.33倍か

ら、３月は1.34倍、４月は1.38倍となっており

ます。また、イの民間事業所への調査は、ハロ

ーワークで捕捉できない雇用情勢を把握いたし

ますため、県内の民間有料職業紹介事業者等に

アンケート調査を行ったものでございます。

表の上の欄、求人につきましては、左側の１

から３月の実績は、ふえた、少しふえたという

割合が高い一方で、下の欄、求職につきまして

は、変わらないという割合が高い状況にござい

ます。

右側の４月から６月期の予想を見ていただき

ますと、求職が減る、少し減ると予想する回答

がふえておりまして、企業の人手不足感が続く

ものと考えております。

続きまして、２つ目の報告事項でございます

が、平成28年度におきます中小企業振興の取組

状況についてでございます。資料の８ページを

ごらんください。

本県では、平成25年４月に、宮崎県中小企業

振興条例を施行いたしまして、概要にあります

目的及び基本理念のもと、中小企業の振興に取

り組んでいるところであります。

本県企業の大部分を占めます中小企業の重要

性を十分に認識いたしまして、丸の３つ目の枠

、 、囲みにありますとおり 県や中小企業者を初め

関係団体、金融機関、市町村等がそれぞれの役

割を果たしながら、人材育成や経営基盤の強化

など、基本方針に基づく取り組みを推進いたし

まして、中小企業や小規模企業の振興を図るこ

ととしております。

この基本方針は、中小企業の振興に係ります

部分と、小規模企業の振興に係る部分の２つに

分かれております。それぞれの方針に沿って施

策を展開しているところでございます。

９ページをごらんください。

Ⅰ中小企業の振興についてでございます。

昨年度の主な取り組み状況について、基本方

針の項目ごとにまとめたものでございますが、

まず、１の人材の育成及び確保についてです。

若手経営者や産業界を担う人材の育成、若年者

の就労支援に取り組みました。具体的には、地
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域のリーダーとなります若手経営者を育てるた

め、養成塾を６回の連続講座で開催し、延べ95

人の参加をいただいたほか、県内の優れた中小

企業３社の表彰を行ったところでございます。

10ページをお開きください。

（４）でございますが、ヤングＪＯＢサポー

トみやざきを活用した若年者の就職支援を行

い、5,000人近い方に御利用をいただいておりま

す。

、 。（ ）次に ２の経営基盤の強化でございます １

の中小企業が抱える複数の金融機関にまたがる

債務の返済調整等を行いますみやざき経営アシ

ストなど、県、金融機関、商工団体等が連携し

た経営支援に取り組みました。

11ページの（３）になりますけれども、商工

会議所・商工会等の経営指導員等で構成いたし

ます経営支援チームを県内46カ所に設置いたし

まして、中小企業からの相談にワンストップで

対応いたしております。

また （４）のとおり、県内への企業立地に取、

り組み、立地後のフォローアップ訪問等を行っ

ております。

、 、次に ３の資金供給の円滑化でございますが

県の融資制度の実施、保証料負担の軽減などに

よりまして、中小企業に対する資金供給の円滑

化を図ったところでございます。

12ページをお開きください。

。４の創業及び新分野進出の促進でございます

（１）になりますが、新たに県内の産学金労

官13機関で構成いたします企業成長促進プラッ

トフォームを設置し、地域経済を牽引すること

が期待される企業に対しまして集中的な支援を

実施いたしました。

13ページをごらんください。

５の技術開発及び新製品・新サービスの開発

の促進につきましては、新技術や新製品開発に

つながります共同研究開発を支援いたしますと

ともに、工業技術センター等において、企業に

対し、技術相談等による支援を行ったところで

ございます。

14ページをお開きください。

６の地域の農林水産物をはじめとする多様な

資源、特性等を生かした事業活動の促進につい

てでございますが、県内食品加工企業の商品開

発を支援するなど、本県の強みである農林水産

物等の地域資源や特性を生かした農商工連携等

による新商品開発の支援に取り組んだところで

ございます。

15ページをごらんください。

７の販路拡大及び取引拡大につきましては、

（１）の新宿みやざき館ＫＯＮＮＥに県産品販

路開拓専門のコーディネーターを配置いたしま

、 、して 首都圏の流通関係業者に対する売り込み

ＰＲを実施したところでございます。

、 （ ） 、次のページ 16ページの ３ になりますが

福岡県豊前市に設置いたしております県内自動

車産業関連企業向けの拠点施設と販路開拓コー

ディネーター等の活用によりまして、取引開拓

等を支援したところであります。

17ページの８、国際的視点に立った事業展開

の促進につきましては、みやざきグローバル戦

略に基づいて、東アジアに軸足を置きながら、

世界市場も視野に入れた取り組みを官民一体と

なって推進しましたほか、ものづくり企業の海

。外販路開拓の支援も行ったところでございます

18ページをお開きください。

Ⅱ小規模企業の振興についてでございます。

１の需要を見据えた計画的な経営の促進につ

きましては、商工会等を通じました小規模企業

の経営改善や設備導入資金の融資に取り組んだ
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ところであります。

２の創業及び事業承継の促進、円滑な事業廃

止のための環境整備につきましては、商工会等

を通じた創業支援のほか、事業承継セミナーの

開催等を通して、小規模企業者の事業承継の促

進に取り組んだところであります。

19ページをごらんください。

３の地域経済の活性化に資する事業活動の推

進につきましては、地産地消の促進や中心市街

地のにぎわい創出、地域資源を活用した新商品

開発や販路開拓等に補助を行い、地域経済の活

性化の促進を図ったところでございます。

それぞれの詳しい取り組みにつきましては、

別冊の宮崎県中小企業振興条例に基づく主な施

策の取り組み状況（平成28年度）に取りまとめ

ておりますので、後ほどごらんいただきたいと

思います。

、 、最後に ３つの目の報告事項といたしまして

みやざき産業振興戦略の実績と今後の取組につ

いてでございます。資料の21ページ、Ａ３カラ

ーの折り込み資料をお開きください。

今御説明いたしました中小企業振興条例が中

小企業、小規模企業の振興に関する県の基本的

・普遍的な考え方を示しているものでございま

す。

このみやざき産業振興戦略は、中小企業振興

条例を踏まえた上での宮崎県総合計画未来みや

ざき創造プラン及び宮崎県まち・ひと・しごと

創生総合戦略におきます商工業部門において取

り組むべき戦略的なプロジェクトを示した、部

門別の実行計画となっております。

左上の１、策定の趣旨にございますとおり、

地方創生の実現に向け、産学金労官の連携のも

と、今後の産業振興施策を戦略的、効果的に実

、 、行いたすため 昨年３月に策定いたしたもので

平成28年度から30年度までの３年間を推進期間

といたしております。

、 、一番上の中央 ３の目標にございますとおり

付加価値の高い産業の振興と良質な雇用の確保

を目指して、資料の中段の赤い枠囲み内にあり

ますが、本県として最優先で取り組むべきテー

マを２つの基本方針と４つの戦略として位置づ

けまして、５つのプロジェクトにより実施して

いるところでございます。

これらの取り組みは、資料の一番下にござい

ますとおり、３つのプラットフォームにより産

学金労官で支援していく体制を構築しておりま

す。

資料の23ページをお開きください。

ここからは、４つの戦略ごとに28年度の主な

実績をまとめたものでございまして、先ほどの

中小企業振興条例の取り組みと重なる部分もご

ざいますので、特徴的な取り組みに絞って御説

明させていただきます。

まず、23ページの（１）戦略１でございます

が、本県経済を活性化させますためには、県外

から外貨を獲得し、県内の経済循環につなげて

いくことが不可欠となっておりますことから、

地域経済を牽引する中核企業の育成に取り組ん

でいるところであります。

、 、 、具体的には ①にありますとおり 県や銀行

大学など産学金労官の13機関で構成する企業成

長促進プラットフォームを設置し、県内中小企

業の中から、将来、地域経済を牽引することが

期待される企業であります成長期待企業と地域

中核的企業に対しまして、製品開発や販路開拓

のための補助金や経営診断など、企業のニーズ

・状況等に適したさまざまな支援を集中的に

行っております。

主な実績といたしましては 成長期待企業を11、
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社認定し、地域中核的企業と合わせた13社に対

して集中的な支援を行ったところであります。

資料の下のほうの表、成果指標でございます

が、売上高が新たに10億円及び５億円以上に成

長した企業につきましては、成長期待企業の認

、 、 、定が昨年11月 本年３月でございまして 現在

支援途上にありますこと、認定後の決算が未到

来の企業もございますことから、現時点では、

いずれもゼロ社となっております。

資料の25ページをお開きください。

（３）の戦略３でございますが、②の宮崎版

ＤＭＯの構築につきましては、昨年５月に、み

やざき観光コンベンション協会が日本版ＤＭＯ

の候補法人に登録され、県と連携しながら、稼

ぐ観光地域づくりの実現に向け、観光みやざき

創生塾を創設し、観光地域づくりのリーダーと

なる人材の育成を図りますとともに マーケティ、

ング機能の強化に向けたデータ収集・分析等に

取り組んだところであります。

主な実績といたしましては、観光みやざき創

生塾を46名の方が修了され、現在、地域や企業

等で着地型観光の取り組み等を実践されている

ところであります。

26ページをごらんください。

（４）の戦略４でございますが、②の医療機

器関連産業の振興につきましては 東九州メディ、

カルバレー構想の一層の推進を図りますため、

産学官が連携し、参入企業の育成や国内外市場

への販路開拓等を行っております。

主な実績といたしましては 販路開拓コーディ、

ネーターが、医療機器関連の展示会に出展する

県内企業に商談の場をセッティングするための

活動など、延べ34件の支援を行ったところでご

ざいます。

また、先日、委員会で御視察していただきま

した安井株式会社が、昨年度、製造販売業許可

を取得されますとともに、オリジナルの手術補

助器具の販売開始に至ったという実績も出てい

るところでございます。

27ページをお開きください。

、下のほうの成果指標についてでございますが

上から２つ目の医療機器関連産業参入組織参加

企業数は、昨年度から５社ふえまして79社、そ

の下の新たな許可取得企業数が１社となってお

ります。なお、一番上の食料品製造業出荷額に

つきましては、未確定のため、平成26年の数値

を参考として掲載させていただいております。

最後に、29ページをお開きください。

平成29年度の主な取り組み予定でございます

が、28年度までの取り組みをさらに充実強化し

てまいりますとともに、新たに（２）戦略２の

２つ目の丸、都市部のプロフェッショナル人材

の活用等を促進いたしますほか （３）戦略３の、

３つ目の丸、みやざき観光コンベンション協会

にマーケティング等の専門人材を配置すること

としております。

なお、30ページから31ページにかけまして、

戦略別の施策体系を掲載しておりますので、後

ほどごらんいただければと思います。

、 、今後とも 中小企業者を初めといたしまして

市町村や関係機関・団体との意見交換を積極的

に行いながら、現場のニーズをしっかりと把握

し、実効性のある施策の展開に努めてまいりた

いと考えておりますので、委員の皆様方の御指

導と御支援をよろしくお願いいたします。

商工政策課の説明は、以上でございます。

委員会資料の32ペー○外山雇用労働政策課長

ジをお願いいたします。

県立産業技術専門校高鍋校寄宿舎の耐震診断

結果を受けた対応について御説明いたします。
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まず、１の経緯でありますが、昨年、寄宿舎

の耐震診断を行いましたところ、３月に建築基

準法の想定する大地震で倒壊する可能性がある

との診断結果が判明いたしました。

このため、２の対応状況（１）緊急措置にあ

りますとおり、早急に寄宿舎での安全確保を図

る必要があることから、①から③までの措置を

とることといたしました。その内容は、耐震性

のある鉄筋コンクリートづくりの別館２階教室

を改修し、６月中に就寝施設として整備するこ

と、次に、校内の既存シャワー室を改修して、

入浴施設とすること、さらに、専門校敷地内に

プレハブ等の仮設施設を設置し、食事施設とす

ることでございます。

また、寄宿舎本体につきましては （２）にあ、

りますとおり、現寄宿舎の補強では、新築と同

等の経費が必要となりますことから新築を検討

しておりまして、国庫補助制度の活用等含めま

して、厚生労働省や高鍋町等の関係機関と調整

中でございます。

今後は、寄宿舎の仕様や建築費等につきまし

て、議会の御審議をいただきながら、新築に向

けた取り組みを進めてまいりたいと考えており

ます。

なお、参考といたしまして、高鍋校の概要を

お示ししております。

高鍋校は、平成15年４月に開校し、中学卒業

者または同程度の者への１年間の職業訓練を実

施しております。定員は50名で、学科ごとの内

訳は、建築科20名、塗装科20名、販売実務科10

名であり、販売実務科は知的障がい者を受け入

れております。なお、現在の訓練生は全体で21

名でございます。寄宿舎につきましては、木造

平屋建で築54年が経過しており、現在は７名が

入寮しております。

ページをおめくりいただいて、33ページをお

願いいたします。

参考のため、高鍋校の配置図をつけておりま

す。図の一番上部が寄宿舎でございます。それ

から、図の一番下の本館に隣接した別館を、現

在、就寝施設として改修を行っているところで

ございます。

説明は以上でございます。

常任委員会資料の34ペー○温水企業立地課長

ジをお開きください。

企業立地課からは、立地企業の雇用実績につ

いて御報告をいたします。

これは、県が企業の立地認定を行う際に公表

しております最終雇用予定者数の現状を取りま

とめたものでございます。

まず、１の調査の概要であります。

（１）調査の範囲及び（２）調査時期につい

ては、本調査は、過去５年間に立地認定しまし

た企業に対し、本年４月１日現在の雇用状況を

調査したものでありまして、本年度は平成24年

。度から28年度までがその対象となっております

（３）調査方法及び回答状況については、対

象企業にアンケート票を郵送しまして、回答を

返送いただきますとともに、適宜、電話による

聞き取り確認等も行い、全企業から回答をいた

だき取りまとめたものであります。

続きまして、２の調査の結果をごらんくださ

い。

今回対象となった過去５年間の立地件数は202

件であります。これらの企業からは、立地計画

認定の際に、立地後数年間、例えば、５年後、

最終的に何人を雇用する予定なのかなどについ

ての事業計画を提出いただいておりまして、そ

の最終目標となります雇用者数を最終雇用予定

者数として立地認定時に公表をいたしておりま
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す。

今回対象となった202件の最終雇用予定者数の

合計は、7,818人でありましたが、これに対しま

して、立地認定後の現雇用者数は、立地件数202

件のうち、操業を開始している183件の企業の合

計で、4,941人となっておりまして、最終雇用予

定者数の63.2％の進捗率となっているところで

あります。

３の認定年度ごとの雇用状況でありますが、

全般的に直近の年度に近いほど最終雇用予定者

数に対して現雇用者数が少なくなる傾向があり

ます。これは、未操業の企業や事業計画の最終

年に達していない企業が多くなるためでありま

す。

例年の調査では、立地認定後５年目には、達

成率100％を超えておりましたが、今回は５年目

に当たります平成24年度で最終雇用予定者

数1,147人に対して、現雇用者数996人となって

おりまして、達成率86.8％にとどまっておりま

す。

これには、最終雇用予定者数が増加傾向にあ

ることとあわせまして、近年の有効求人倍率が

上昇しておりますことも影響しているものと考

えております。

当課といたしましては、今後とも定期的に立

地企業を訪問しまして、フォローアップ活動を

きめ細かに行いながら、立地企業の雇用が順調

に進むようサポートに努めてまいりたいと考え

ております。

企業立地課からは以上であります。

資料の35ページをお開き○岩本観光推進課長

いただきたいと思います。

観光推進課からは、平成28年度県外からのス

ポーツキャンプ・合宿の受入実績について、御

報告させていただきます。

まず、平成28年度の１年間を通しての状況で

ございます。プロ野球、Ｊリーグなどのプロ、

それから、社会人・学生などのアマチュアを合

わせまして、平成28年度は、団体数1,310団体、

参加人数３万3,122人、延べ参加人数18万2,235

人という結果でございました。いずれも、前年

度を下回りましたものの、いずれも前年度に次

ぐ、過去２番目の実績でございました。

主なポイントでありますが、年度前半は、熊

、 、 、本地震の影響によりまして 団体数 参加人数

延べ参加人数、いずれも前年度を下回りました

が、年度後半は前年並みの実績となったところ

であります。

、 、熊本地震の影響で 減少幅が大きかったのは

安全対策等に敏感であると考えられます学生団

体でございまして、上半期の減少幅が特に大き

かったところでございます。また、国内団体の

受け入れ延べ人数は減少いたしましたものの、

海外団体の受け入れ延べ人数は、韓国のプロ野

球のハンファ・イーグルスの秋季キャンプなど

が実施されたことによりまして、増加をしたと

ころでございます。

なお、下のほうに年度実績の推移をグラフで

お示ししておりますが、ごらんになってわかり

ますとおり、平成28年度が地震の影響がござい

ましたものの、団体数、延べ参加人数ともに、

おおむね右肩上がり傾向は続いているものと考

えているところでございます。

次のページをごらんください。

これは、１月から３月までの春季キャンプの

。 。状況についてでございます 御説明いたします

（１）の表は、ただいま先ほど御説明しまし

。た平成28年度実績の内数ということになります

団体数につきましては、プロ、アマチュアを

含めて 合わせて454団体 参加人数は１万3,043、 、
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人、延べ参加人数10万847人という結果でござい

ました。

主なポイントといたしまして、受け入れ団体

数は減少しましたが、新たに韓国の高校・大学

の野球チームや国内の学生チームが長期合宿を

行ったことなどによりまして、参加人数、延べ

参加人数は、ほぼ前年並みの過去２番目の実績

となったところでございます。

一方、表の一番下の観客数でございますが、

これにつきましては、70万3,788人で過去４番目

の実績となりましたが、対前年28.1％の減少と

なりました。減少の要因といたしましては、天

候や休日の減少、あるいは球春みやざきベース

ボールゲームズの休日開催がなかったことなど

が考えられるところでございます。

続きまして （２）の経済効果等についてでご、

ざいます。

キャンプの参加者や観客がもたらしました波

、及効果を含めた経済効果は約126億6,100万円で

過去３番目の実績でありました。また、ＰＲ効

果につきましては、宮崎キャンプの模様が全国

ネットのテレビや新聞で紹介された状況をＣＭ

・広告料金に換算したところでございますが、

約87億9,100万円で、これは、過去最高を記録し

たところであります。

なお、ＰＲ効果が過去最高となった主な要因

といたしましては、ＷＢＣ日本代表の合宿や広

島東洋カープのセ・リーグ優勝パレード、Ｊリ

ーグ覇者でクラブワールドカップで大活躍しま

した鹿島アントラーズのキャンプ、また、箱根

駅伝３連覇を達成した青山学院大学陸上部の合

宿などによりまして、本県のメディアへの露出

が増加したことが挙げられます。

次に37ページをお開きください。

こちらに参考までにプロ野球、Ｊリーグ等の

ことしの春季キャンプの状況を添付しておりま

す。プロ野球は２軍を含めて、７球団、韓国プ

ロ野球２球団、Ｊリーグ20チームが県内でキャ

ンプを行ったところであります。

次のページには、これまでの受け入れ実績の

推移を参考までに添付させていただいておりま

、 。すので 後ほどごらんいただきたいと思います

スポーツキャンプ・合宿の誘致につきまして

は、本県経済の波及効果や観光宮崎の知名度向

上に大きく貢献するものでございますので、今

後とも官民一体となって推進してまいりたいと

考えております。

報告は、以上でございます。

それでは、私○中嶋オールみやざき営業課長

のほうから、新宿みやざき館ＫＯＮＮＥの飲食

、店運営事業者選定の結果についてということで

皆様の机上に配付をさせていただきました１枚

紙で説明させていただきます。

４月から公募を行っておりました新宿みやざ

き館ＫＯＮＮＥ２階の飲食店運営事業者をこの

たび選定しましたので御報告させていただきま

す。

ここで改めまして、飲食店の概要を申し上げ

ますと （１）の目的のところにございますけれ、

、 、ども 宮崎ならではの食材やメニューを提供し

宮崎の食の魅力を実感いただくことで、食材の

加工品の認知度、好感度の向上や販売・消費の

拡大につなげることを目指すものとしておりま

す。

次に （２）にありますとおり、ひなたの時の、

流れの中でひなたの恵みの料理を食べ、元気に

なっていただきたいという店舗のコンセプトの

もと （３）にありますように、20代、40代の女、

性を中心に サラリーマンや観光客等をターゲッ、

トとすることとしております。
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、 、公募に当たりましては ２にありますとおり

４月14日から６月２日にかけまして募集を行い

ましたところ、県内３社、県外６社の計９社か

ら応募をいただきました。その選定に当たりま

して、まず（１）の選定の流れにありますとお

り、外部有識者等を含む５名の審査員で構成す

る選定委員会で審査を行いまして、その結果を

踏まえ、最終的には県において事業者を選定い

たしました。

審査の評価は （２）にありますとおり、運営、

方針や飲食メニューの構成提案、食材等のＰＲ

イベントなどの企画提案、業務実施体制や収支

。計画などの項目で評価したところでございます

この結果、選定されました事業者は （３）に、

ありますとおり、東京に本社を置きます塚田農

場等の店舗を全国展開している株式会社エー・

ピーカンパニーとしたところでございます。

（４）の選定理由といたしましては、まず、

１つ目に、新鮮な地元食材をふんだんに使った

和食コース料理や一汁三菜のランチなど、宮崎

の食の魅力を十分に伝えることが期待できるこ

と、２つ目としましては、太陽の恵み、ひなた

ごはんというコンセプトのもと、既存店舗とは

一線を画したメニュー構成となっていることが

挙げられます。また、３つ目としましては、マ

ンゴーや牛肉など月ごとに選定した食材で新メ

ニューを開発し提供するエブリマンスイベント

という提案や、４つ目にあります、イベントや

宮崎の旬の情報を、自社のネットワークを活用

して情報発信に取り組む提案など、集客・認知

度向上が大いに期待できるものとなっているこ

とが評価されたところでございます。最後に、

５つ目にありますとおり、飲食店の運営実績が

多数あり、宮崎食材の流通ルートも充実し、組

織体制や収支計画が具体的であり、かつ実現可

能性が高いなどの点も評価され、選定されたも

のでございます。

続きまして 資料に戻っていただきまして 40、 、

ページになりますが、Ａ３のカラーの横刷りが

ございますが、そちらでみやざきグローバル戦

略につきまして、まず、その概要について説明

させていただきたいと思います。

まずは、資料の左の上のほうになりますが、

１の策定の背景でございます。県では、平成24

年３月に策定した東アジア経済交流戦略に基づ

きまして、東アジアを中心に海外の市場開拓に

取り組んでおりましたが、東京オリ・パラの開

催決定など、市場環境の変化や、県内企業がタ

ーゲットとする国や地域の多様化等に対応する

ため、昨年３月に、みやざきグローバル戦略を

策定し、海外展開を進めているところでござい

ます。

２の戦略の理念としましては、外貨の獲得、

ビジネスチャンスの創出と多様な分野での海外

との交流拡大を掲げております。

また、３の戦略の性格としましては、産学金

官の共有の指針としまして、東アジアに軸足を

置きながら、世界市場も視野に入れた取り組み

を推進することとしております。

この戦略の計画期間は、その下、４にござい

ますが、上位計画である、県総合長期計画のア

クションプランの終期にあわせまして、平成28

年度から30年度までの３年間としたところでご

ざいます。

次に、戦略の柱について説明させていただき

ます。資料の右上の部分をごらんいただきたい

と存じます。

、この戦略は５つの柱で構成をしておりまして

上の段、青色の部分、外に打って出る海外への

展開促進と、その右にありますが、内に活力を
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引き込む海外からの誘致推進という、外貨の獲

得や、ビジネスチャンスの創出に直接つながる

施策を推進しますとともに、この２つの柱を支

える基盤づくりとしまして、下の段になります

が 緑色の経済交流の基盤整備 人づくり きっ、 、 、

かけづくりとして、グローバル人材の育成・確

保、海外との連携・多様な交流の促進の３つの

柱に取り組みまして、本県経済・産業の活性化

につなげるという体系としております。

資料の下のほうに記載しております戦略の

今申し上げました５つの柱ごとの内容につ─

きましては、適宜ごらんいただきたいと存じま

す。

それでは 資料をめくっていただきまして 42、 、

ページになりますが、昨年１年間、グローバル

戦略に基づきまして実施してまいりました、各

種取り組みにより得られた実績などにつきまし

て、戦略初年度の成果指標の進捗状況とあわせ

て御説明いたします。

まず、グローバル戦略で設定をしております

成果指標、表の部分について説明いたします。

成果指標は、10項目ございまして、このうち

戦略１の輸出額と海外展開を行う中小企業数、

戦略２の外国人宿泊者数、クルーズ船寄港回数

及び戦略４の世界に関心のある児童生徒と県内

で雇用された外国人労働者数、そして、戦略５

の出国率の７項目につきましては、前年度ある

。いは前年と比較して増加傾向となっております

一方、戦略２の企業立地認定している外資系

企業数は横ばい、また、戦略２のＭＩＣＥ開催

件数と戦略３のコンテナ貨物取扱数につきまし

ては減少となっておりますが、これらの３つの

指標につきましても、今後しっかりと進捗管理

を行いながら、実績を上げていきたいというふ

うに考えております。

続きまして、それぞれの戦略の指標の下に掲

載しております昨年度の主な事業実績と状況に

ついて御説明いたします。

まず、上の戦略１のほうを見ていただきたい

んですが、県産牛肉の輸出額が過去最高の25億

円となっております。また、キャビアにつきま

しても、初めて輸出を香港向けに実施したとこ

ろでございます。

続いて、戦略２ですが、昨年度、ＭＩＹＡＺ

ＡＫＩ ＦＲＥＥ Ｗｉ―Ｆｉのインフラ整備

を行ったことにより、フリーＷｉ―Ｆｉへの外

国語アクセス件数が前年に比べて大きく増加す

るとともに、年度末には、ドイツ陸連のオリン

。ピック事前合宿が決定したところでございます

、 、 、また 戦略３につきましては 昨年10月より

宮崎－台北線が週３便から週２便に減便となる

、 。一方 宮崎－ソウル線は増便となっております

そして、戦略４につきましては、一昨年に設

置されたＪＥＴＲＯとの連携により、海外展開

セミナーを多数開催するとともに、大学生・高

。校生の留学支援にも努めたところでございます

最後に、戦略５につきましては、直行便のあ

る韓国や台湾との青少年交流、民間団体交流に

引き続き取り組むとともに、さらなる交流拡大

を図るため、台湾の新竹県と協定を締結したと

ころであります。

続きまして、資料の43ページ、右のページの

上になりますけれども、平成29年度の主な取り

組み予定について御説明いたします。

まず、戦略１では、県内生産品の認知度向上

や販路開拓に向けて、ＪＥＴＲＯ等関係機関と

連携しながら、県内輸出企業の支援を行うとと

もに、農畜水産物、食品加工品や木材など、本

県の主力産品の輸出拡大に向けたプロモーショ

ンを実施していくこととしております。
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また、戦略２では、海外の個人旅行者をター

ゲットとしてＳＮＳ等を用いた認知度向上対策

を実施するとともに、ラグビーワールドカップ

とオリ・パラ事前合宿誘致に向けて取り組みを

進める予定としております。

次に、戦略３につきましては、昨年度減便と

なりました宮崎－台北線の増便に向けた知事の

トップセールスや、国際線の利用促進を目的と

したイベントの実施などにより、引き続き、路

線の維持・拡大を図っていくこととしておりま

す。

また、戦略４につきましては、グローバルな

視点を有する人材を育成する海外インターン

シップやトビタテ！留学ＪＡＰＡＮの実施に加

え、昨年度から実施しております、ひなたＭＢ

ＡについてＪＥＴＲＯと連携しながら、貿易に

関するワークショップ等も新たに実施するとと

もに、外国人留学生等の県内企業への就職を促

進するため、就職採用相談窓口の設置やインタ

ーンシップを行う予定としております。

最後に、戦略５につきましては、直行便のあ

る台湾や韓国を初め、海外都市との交流を推進

することとしており、４月には、台湾・桃園市

で開催された農業博覧会の開幕式に知事が出席

したほか、秋には桃園市長が来県し、交流協定

の締結を予定しているなど、行政機関相互の交

流を深め、人的ネットワークの構築に努めるこ

ととしております。

今年度におきましても、戦略の柱ごとに、さ

まざまな施策を積極的に展開し、本県の海外展

開を進めていきたいと考えております。

最後に、今年度の戦略関連予算について御説

明いたします。

平成29年度の予算額としましては、６部局14

課室が所管する45事業合計で約67億500万円と

なっております。このうち、農政水産部におい

て計上されております農畜産物輸出拠点等のハ

ード整備事業費を除いたソフト事業のみの金額

は、８億144万円となっております。

私からの説明は以上でございます。

ありがとうございました。説明○渡辺委員長

が終了いたしました 質疑はございませんでしょ。

うか。

今御説明いただきました、みやざ○黒木委員

きグローバル戦略の実績と今後の取り組み、42

ぺージでございます。戦略２で、クルーズ船寄

、港回数が平成30年度目標50回となっていますが

この後に県土整備部の資料の中に、22万トン級

クルーズ船受入環境の整備という報告事項があ

るもんですから、クルーズ船の寄港は、29年度

はどれぐらい、目標といいますか、予定がある

のか、それから、クルーズ船の経済効果という

のはどれぐらいあるのかをお伺いをしたいと思

います。

29年度の見込みといいま○岩本観光推進課長

すか、予定ということになりますけれども、こ

れが、今のところ、海外が20回、そして、国内

が７回ということになっております。これは、

これからキャンセルとか、さらに追加とか出ま

すが、あくまでも今の時点での見込みというこ

とでございます。

あと経済効果でございますけれども、これに

つきましては、平成27年度に、試行的にといい

ますか、３回ほど、実際にクルーズ船の乗客を

対象にアンケート調査を実施いたしまして、そ

のデータをもとに本県内での消費支出あるいは

経済波及効果等を試算をしたデータがございま

。 、 、す これによりますと 県内の経済波及効果が

この３回で１億7,000万円という一応試算をして

いるところでございます。
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以上でございます。

1.7億円というのは、何千人が入っ○黒木委員

たときのもので、どこに経済効果があるのかが

わかったらお願いします。

どこにというのが ちょっ○岩本観光推進課長 、

となかなか難しいんですが、クルーズ船の乗客

を対象にアンケート調査から弾き出した数字で

ございます。それで実際に、この３回のそれぞ

れのアンケートを行ったクルーズ船の乗客数で

ございますが、１件が、これは細島港でござい

ますけれども、乗客数が1,479人、２つ目が、油

津港、これは、クァンタム・オブ・ザ・シーズ

というクルーズ船でございますが、乗客数

が4,843人、同じく油津港で、これはボイジャー

・オブ・ザ・シーズというクルーズ船ですが、

乗客数3,445人というような乗客となっておりま

す。

これは、その人数が消費した額が○黒木委員

１億7,000万ぐらいだろうということですか。

乗客が全員市内、県内の○岩本観光推進課長

観光地に出るというわけではない。船内にとど

まる方もいらっしゃいますので、彼らが全て消

費したわけではないんですけれども、実際に、

港に寄港して、県内を周遊されて消費した額と

いうことで、交通費ですとか、あるいはお土産

代とか食事代とか、そういったもののアンケー

ト結果に基づいて積算した額でございます。

大型岸壁というのは、これから整○坂口委員

備の部分が大分ありますよね、耐震工事なんか

も含めて、港湾でかなり大きな。これは県土整

備部サイドで工事が発注される。それは、限ら

れた工期の中で工事を進めていかんといかん。

その中で、今度は、クルーズ船の誘致というも

のがありますよね。そうすると、どちらを優先

するかということが出てくる思うんです。クル

ーズ船を誘致して、何月何日の何時にとめます

となれば、その岸壁は工事ができないわけで、

作業船も全てそこから排除させておいて、安全

に岸壁が使用できないといけない。工事は、標

準工期というのがあって、それをもとに積算さ

。 、れて契約して工事をするわけですよね だから

船が入るからやめて、皆さんどっかへ行ってく

ださいというのはそう簡単にできることじゃな

いんです。そこらというのは、どんなぐあいに

整理されているんですか これ何年か前からやっ。

とかないと問題が生じると思うんです。

おっしゃるとおり、クル○岩本観光推進課長

ーズ船が来ても停船するスペースがなければ意

味がないわけでございまして、油津港の場合は

、油津港湾事務所 一番寄港回数も多いですが─

とも連携をしながら、その辺の調整もやってい

るところでございます。

あと工事に限らず、油津港の場合は、王子製

紙の輸送貨物が発生しますので その荷揚げだっ、

たり、その輸送船の接岸というのも出てきます

ので、そのあたりも事前に調整をしながら、日

程を、時間を確保しまして、クルーズ船の誘致

をしている状況でございます。

仕組みはわかるんです。現実にク○坂口委員

ルーズ船誘致をどんなぐあいにどこがやるのか

わからんですけれど、あした来てくださいって

いう誘致じゃない思うんです。来年の運航計画

の中にちゃんと入れてくれという。船の運航計

画の中の一つに油津というのをはめ込まないと

ならん。何年か前からやっぱり油津に向けての

入港の誘致というか そういった営業が一方じゃ、

始まる。一方では、工事というのは、佐野さん

おられるからよくわかると思うんですけれど、

昔は、何年間で何年に幾ら予算つけてやってい

、 。 、くだったけれど 今単発なんです そうすると
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来年何ぼ予算がつく、再来年何ぼ予算がつく、

どの岸壁のどこのところに耐震補強工事を入れ

るんだと、それは、何月に発注して何月に終わ

るんだという。海というのは、特に台風とかを

避けんならんから、作業できる限られた時間と

いうのがあるので、大潮、小潮の潮位でも２メ

ーターぐらい移動するときと、ある場所では、

もっと大きいところもあるけれど、場所固定す

れば、２メーターぐらいのものが１メーターぐ

らいしか動かない、30センチぐらいのこともあ

る。だから、工期というのは物すごいシビア、

その中でぎりぎりの最低の予算で設計されてい

。 、 、る だから 業者はちょっと待てと言われたら

クレーンを１台使うにも何十万という損料が１

日に出るわけですから、そういったものを全て

業者に、赤字でお前のところ泣けというわけに

はいかん。補償していかないかんけれど、そこ

らの調整というものは、これは物すごい難しい

と思うんです。そこをどんなぐあいに、積極的

にこのクルーズ船を誘致していくと言われるけ

れど、そこらの整理というのがやられているの

、 。かな 業者泣かせではこれはいかんなと思って

クルーズ船の誘致につき○岩本観光推進課長

ましては、おっしゃるように、ある程度前から

調整、恐らく１年後ぐらいのものは計画をして

ということになると思いますので、この工事の

予定等、事前にそういうスケジュール感とか、

そういったものも、しっかりと県土整備部と調

。整をしながらやっていきたいと思っております

ちなみに、これまた県土整備部のほうから御

説明があると思いますが、22万トン級の受入環

境の整備ということで予定をされておりますけ

れども、この工事の内容につきましては、今の

ところお聞きしてますのは、防舷材を１機、仮

設のものを設置するということ、それと、着脱

式の船柱といいますか、船をつなぎとめるため

の綱をかける。これを設置する工事ということ

でございまして、大がかりな工事という感じで

はないというふうに受けとめております。

だから、今のが調整されてない証○坂口委員

拠なんです。一番大がかりな耐震補強、これ日

本に何隻もないような作業船を油津に持ってき

て、そこにドリルで穴あけてから、ワイヤーで

緊張かけていくという物すごい工事なんです。

今調整されてないってなると、船が入る日に、

業者は、恐らく何日か前から現場をちゃんとも

とに戻す作業をして それをどっかに持っていっ、

といて、また船が出ていった後から準備工事に

入って作業をしていくということで、ここのと

、 。ころは もう業者が泣くしかないと思うんです

防舷材を張りつけるとか、係船柱をくっつける

とかいうのは、それは簡易な工事で、それだけ

じゃないんです。だから、それ調整したと言わ

れるけれど、してない証拠です。本当の工事の

部分やってない だから そこは 誘致がわかっ。 、 、

ているんだったら、最初の設計で工期の中に組

み込むべきです。それを調整していって、業者

にそんな手出しなんかさせないぞと、迷惑料は

払うよっていう設計になっとかないと。これ佐

野さん詳しいと思うんですけれど そこは しっ、 、

かりやらないとだめですよ。施工の進捗を、施

工制約をするわけですから、それは、原因者が

負担しなきゃだめです。

委員が御指摘いた○佐野商工観光労働部次長

だいたとおり、工事の状況が誘致にも大きく影

響するというのは、そのとおりでございますの

で、課長も申し上げましたけれども、県土整備

部と十分に意思疎通を図って、工事の計画等を

事前に把握した上で、きっちり誘致の関係も調

整できるような体制をとりたいというふうに考
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えております。

これは中途半端な金額じゃ終わら○坂口委員

んから大変な調整と思うんです。どちらを優先

すべきかというのは、これは難しい問題です。

ひょっとしたら、工事を優先せんならんかもわ

からんです。だから、今みたいなので調整をし

ていると思ったら大きな間違いです。ここちゃ

んと指摘して、これは責任を持ってやってほし

いということをお願いしておきます。

ほかいかがでしょうか。○渡辺委員長

先ほどオールみやざき営業課のほ○星原委員

うから、みやざき館ＫＯＮＮＥの選定結果とい

うことがありましたが、年間小田急に払ってい

る家賃、借り上げの金額は幾らですか。

29年度の賃借○中嶋オールみやざき営業課長

料が、新宿みやざき館ＫＯＮＮＥで約7,380万で

す。

そこで、今度、ここに飲食店が入○星原委員

るわけですが、飲食店部門は家賃形式やったで

すか、それとも、売り上げのパーセントだった

ですか。

売上に応じて○中嶋オールみやざき営業課長

家賃をいただくということにしておりまして、

ちょっと区分があります。売上が7,000万以下の

場合は、それの１割ということで、年間720万を

賃借料でいただくということ。それの上がふえ

まして、１億4,400万までは同じく10％なんです

が、それを超える金額になりますと、多少業者

のインセンティブということも考えまして、そ

の１割じゃなくて５％にちょっとおとしまして

といったような家賃の設定になっております。

ということになると、売上が伸び○星原委員

ては下がってくる、10％でということでいった

、 。 、 、 、ときには 年間720万 そうすると 今度 逆に

家賃じゃなくて借り受け、小田急のほうで見る

と月に大体600万ぐらいになるわけです。そうす

ると、年間で720万ですから、１カ月分ぐらいの

ことで、持ち出しがそれだけかかりますよね。

これがＫＯＮＮＥの果たす役割だというふうに

は受け取るんですが、そうした中で、逆に、今

回宮崎県がこの店舗で予定している改装費、こ

れは幾ら予定しているんですか。

今回のリニュ○中嶋オールみやざき営業課長

ーアル全体の工事費が約２億円と、その前の設

計費が1,700万円、それ以外の備品関係が約１億

円という感じになっております。

２億円というのは、２階の飲食部○星原委員

門だけなのか、１階もありますよね。そういう

１階も含めた金額ですか。

飲食部門だけ○中嶋オールみやざき営業課長

の切り出しはちょっと難しいんですが、全体の

工事費が、先ほど申し上げた約３億ちょっとに

なるんです。これはあくまで全体のリニューア

ル工事になります。今回の工事は、端的にいい

ますと、全体の外壁といいますか、そこと、あ

と骨格の部分を除いて、もう全体をやりかえる

と、かなり大がかりな工事になっておるところ

でございます。

いや、私が聞きたいのは、さっき○星原委員

の選定されたという企業が入る部分で、要する

に店舗規模が面積99平米ということなんで 約30、

坪なんです。その部分がどれぐらいの予算で、

県が出費する予算がどれぐらいで、あと備品関

係があって、これは、多分どういうふうにやろ

。うということはもう決まっているはずなんです

だから、その店舗部分がどういう形なのか、下

の県産品の販売のいろんな部分とは分けて考え

ないといけないのかなと思うんですが、その分

けられてないというのはどういうことなんです

か。
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全体の工事費○中嶋オールみやざき営業課長

、 、 、で 基本的には本体工事といいますか それと

内装、そこまでは、１階の物産の販売になりま

すから、こちらも当然県が全部やるんですが、

２階につきましては、もちろん基本工事と、そ

れと内装の部分、そこまでは県でやりまして、

あと厨房とか、そういった機器とかいったもの

は業者、それとあとテーブルとか、あるいは食

器類とか、それに伴う備品類、そういったもの

は全て業者にやっていただく工事区分としてお

ります。

それはそれでいいんですけれど、○星原委員

ただ、今回リニューアルするのに、かなりの県

費を出費するわけです。そこで、じゃあどれだ

けの成果を出していくかということなんです。

要するに、この業者の人たちが、売上のどうこ

うじゃなくて、宮崎の、要するに県産品がどれ

だけ消費されて、どれだけ知名度が上がってい

くかという。そういうところを捉えたときに、

どういうふうに皆さん方が、ＫＯＮＮＥの今回

のコンセプトを考えているのかなというのを

ちょっとお聞きしたいなと思うんです。

まず売上の部○中嶋オールみやざき営業課長

分なんですけれども、我々も、当然入っていた

だいた業者に、先ほどの区分の、できるだけ高

い区分、大きい売上につなげていただきたいん

ですけれども、今回決まりましたエー・ピーカ

、 、ンパニーの収支計画によりますと 基本的には

初年度が約１億2,000万円の売上ということで、

かなり、我々が目論むところより高い水準の売

上が見込める計画になっております。

、 、 、それと もう一点 知名度の関係なんですが

ここも非常に今回の選定で大きなポイントに

なっておりまして、エー・ピーカンパニーは皆

さん御存じのとおり、一部上場の企業で、店舗

も100店舗以上全国展開しておりまして、非常に

情報発信力も高いということでプレゼンがあり

ました。特に、ここは、ＳＮＳ等を活用して、

約220万人のお客様がいらっしゃるということ

で、そこにＳＮＳで瞬時に多くの情報発信がで

きると。当然いろんなイベント関係とか、それ

と、あるいは宮崎の旬の情報とかをそういうア

プリとかを使って発信ができるということで

伺っております。

今言われた形の企業を選ばれて、○星原委員

それだけの企業であれば、かなりの成果が出る

だろうというふうに思ってますので、逆に、宮

崎の野菜から、あるいは魚、肉から、そういう

ものがどれだけ皆さん方のところで、年間にど

れだけ売上げてもらうのか、今言われた関連も

あるんで、そういうところも思って選ばれたん

じゃないかなというふうに思っているので、そ

こら辺の活用の仕方をいかにうまく持っていく

かじゃないかなというふうに思いますので、そ

の辺はそういうことでお願いをいたしたいと思

います。

それと、もう一点が、この店は30坪なんで、

、何人の方々が働かれるかわからんですけれども

やっぱりできれば本県出身者あたりに的を絞っ

て採用とか、そういうことをすることで、要す

るに、本県出身者だと、やっぱり地元のこと、

いろんなことがわかりますので、食べにきたい

ろんなお客さんに何らかの話をするでも、どの

地域で生産されたもんだとか、そういうことで

もすごくＰＲできるんじゃないかなというふう

に思うので、やっぱり企業に対して、せっかく

県も毎月600万の家賃を払う場所なんで、そうい

う面もひっくるめてその売上を伸ばしたり、あ

るいは店だけじゃなくして、店に来て食べてお

いしかったという人たちが、逆にいえば、宮崎
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から直接いろんなものをとったり、そういうこ

、とができるようなところまで持っていかないと

単なる店舗をやって、そこで売っているという

。ことじゃないだろうというふうに思いますので

そういう教育とかというのもしてもらって、よ

り宮崎の、この店だけのものじゃなくして、い

ろんなこともこういうことでありますよとかい

うことで、販路開拓、拡大してもらう。そうい

うものがあって初めて、この七千何百万かの家

賃を払ってる価値が出てくるだろうというふう

に思うので、やっぱり、その辺のところもしっ

、 、かり企業との話し合いの中で ちゃんと言って

そういう形の取り組みをしてもらうような方向

でいかないと、経済連あたりが店を出すのとは

ちょっと意味が違ってくると思うんで。その辺

がちゃんととれないと意味がないというふうに

私は思うんですが、その辺の考え方については

どうなんですか。

星原委員がおっしゃ○中田商工観光労働部長

るとおりだというふうに思ってます。このエー

・ピーカンパニーは、ことし初めて入社式を宮

崎のほうでやっていただいております。多分来

年以降も続けていただけるんじゃないかなとい

うふうに思ってますけれど 県内に農場等を持っ。

ておりますけれども、入社した後に、そこで社

、 、員の研修等もやっていただいたりして かなり

宮崎のことを社員の方に勉強してもらうような

取り組みもやっていただいてます。食材につい

ても、とりわけあそこは地頭鶏が有名ですけれ

ども、地頭鶏だけではなくて、いろんな野菜と

か魚も含めて、かなり宮崎の食材を使っていた

だいているということをまず申し上げたいと

思ってます。

あと委員がおっしゃったように、我々として

は、ここはアンテナショップという位置づけで

ありますので、下の物産も含めて、いかにたく

さんのお客さんに来ていただいて、宮崎のもの

を見てもらって よさをわかってもらって 買っ、 、

てもらってという取り組みを広げていくかとい

うことと、もう一つは、観光も含めて、宮崎を

いかにＰＲするかということです。それの一つ

の首都圏での拠点がこのＫＯＮＮＥだというふ

うに我々考えておりますので、しっかりここに

今度入っていただけるエー・ピーカンパニーの

その発信力も、我々としてはうまく活用させて

いただき、宮崎との取引の拡大にもつなげても

らうようなことをお願いしながら、このＫＯＮ

ＮＥが首都圏での発信拠点としての機能をしっ

かり果たせるように取り組んでいきたいという

ふうに考えておりますので、ぜひ御協力をお願

いしたいと思っております。

今部長のほうから出たように、そ○星原委員

ういうことがちゃんと結びついていくことが、

やっぱりこのＫＯＮＮＥの役割だと思いますの

で、そういう店舗の、県の考え方というのも、

企業側に対しては、そこをしっかり伝えてやっ

ていただきたいなと思いますので、よろしくお

願いします。

再度確認ですけれども、まず、こ○外山委員

のエー・ピーカンパニーが入りますよね。２階

の店舗のつくり、設計というのはエー・ピーの

意向がこれから入るの。これから、打ち合わせ

をして設計に入るわけですか。

現在のプレゼ○中嶋オールみやざき営業課長

ンのときに、エー・ピーの持つイメージという

のは、一応提案いただいているんですが、基本

的には、内装につきましては県のほうでやると

いうことになっておりますので、県が主体的に

やるんですが、もちろんそこはエー・ピーさん

とも打ち合わせしながら進めていきたいという
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ふうに考えております。

ということは、家賃ですけれど、○外山委員

もう一回確認しますが 7,000万から約１億4,000、

万までの売上は10％、約１億4,000万上回ったら

どうなんですか。またプラスアルファの家賃を

いただけるんでしたっけ。

その金額まで○中嶋オールみやざき営業課長

は１割をもらうんですが、それだと幾ら売って

も、業者にとっては同じ負担ということになり

ますので、１億4,000万ちょっと上回る部分につ

、 、きましては ５％に割合を抑えるということで

インセンティブを上げることにしております。

。 、○外山委員 もう一点いいですか 設備に２億

備品に１億、これ備品というのは、厨房機器は

入ってませんよね、さっきおっしゃったです。

備品というのは、どういったものが該当するの

か。

レストランに○中嶋オールみやざき営業課長

つきましては、その厨房機器とか、そういうの

は全部業者さんが入れられますので、県としま

しては、１階のいろんな物販の関係の冷蔵庫み

たいな、要冷蔵のものを入れるショーケースと

か、そういったものをひっくるめて全てです。

、○外山委員 先ほど星原委員が言われたけれど

そうなれば、外装に大体幾らぐらいと、１階に

幾らぐらいと、レストラン部門に大体幾らぐら

いかかるというのが、概算で出るような気がす

るんだけれども。そこもさっき何度かお聞きに

なったけれども、ぴんとこないです。３億の内

訳で、もちろん外壁も全部いじられるというこ

とだからわかるんですけれども、２階の店舗に

関しては、大体設計含めて１億ぐらいかかると

かの数字が現時点では出ない。

そこ辺の実施○中嶋オールみやざき営業課長

設計といいますか、詳細設計は、これからして

まいりますが、そこの中でまた明らかになって

いくものというふうに考えております。

金額の話が出たんでもう一回確認○星原委員

なんですが、上が30坪、下が30坪ですよね。こ

の60坪で３億円ですよね、単純に計算すれば。

そうすると、外回りから中の内装から全部入れ

たときに、坪500万かかる計算になるんです、備

品まで入れると。入る業者側が見る部分は別と

して、県が見る部分が３億円ということですよ

ね。

済みません。○中嶋オールみやざき営業課長

２階が30坪なんですけれども、下のほうは60あ

りまして、全体で90坪になります。

そしたら、できれば、店舗の部分○星原委員

が棚をつくったりいろいろするやつだと思うん

です。60坪のほうは、物を並べるいろんな備品

でしょうから、そういったものに、平均したと

、 、きに 逆に60坪の90坪だからといっても３億円

。単純に割ってもかなりの数字になるもんだから

じゃあ１階にどういう形でどういった棚をどう

いうふうにこしらえて。私も店舗やってたんで

わかるんだけれども、棚なんかの裏側は何も内

装しなくても、そのケースなんかを置くところ

は、打ちっぱなしのコンクリートで、金かけず

にやろうと思えばできるわけだし。だから、床

の部分と１階だったら陳列ケースとか そういっ、

たものの部分、あと外壁に念を入れるのか、ど

ういう仕上げにするのかですけれど、そういう

ものに分けていったときに、本当に最初からこ

ういう予算を組んでてよかったのかな。逆に、

その予算の積算を誰がしてんのかな。あなたの

ところでできないはずなんで、どっか専門のと

ころが多分積算しないと２億だとか、そういう

数字も出てこないし、備品もどういうふうにし

てやるとか、棚のケースのつくり方やら、そう
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いったものが出てこんと、多分数字は出てこな

いと思うんで。そういうのが出されているんで

あれば、さっき聞いたときに、２階の部分が幾

ら、１階の部分が幾らとかというのも、ちゃん

と出てきてるはずなんだけれどなというふうに

思うんです。その辺はどうなんですか。

ここの工事に○中嶋オールみやざき営業課長

、 、つきましては ちょっと特殊な地盤というのと

小田急のほうで指定の管理業者がおりまして、

大成建設なんですけれども、そちらのほうが、

今回の工事もやっていただくことになりますの

で、そういうこともあって、一応予算を組む上

でのそういった積算等はしていただいておりま

す。

中身はわかりました。小田急のほ○星原委員

うで頼まれるんで、多分小田急がかなり頼んで

。いる業者の人たちの部分というのがあるんです

だから、私は、さっき言ったのは、家賃を払っ

てるわけです、年間に7,380万、小田急自体に。

自分たちのほうでその業者なりと接触させても

らうというようなことを言ったことはないんで

すか。要するに、小田急さんからは、推薦され

る業者が３社なら３社あれば、その３社とこう

いう形の店をつくりたいということで、大体方

向性を決めて、それで、積算させて、大まかな

予算をもらう形にするのか、あくまでも、この

２億円プラス１億円備品まで入れて、小田急さ

んに３億円という形で、県のほうとしては委託

したような形になっているんですか。

今回、大規模○中嶋オールみやざき営業課長

な工事になりますので、県と小田急さんとの契

約の関係で、こういう工事の場合はというルー

、 、ル決めがありまして 今回の工事につきまして

小田急のほうに確認しましたところ、それは、

指定業者のほうでお願いしますということです

ので、我々としては、指定業者の大成建設と一

緒にそこ辺のことを協議しているということに

なります。

やっぱり県の税金なんで、持ち出○星原委員

しの部分がかなり私の過去の経験からいくと、

。 、数字的に大きいなと 合わせて90坪にしたって

建物を建ててじゃないんで、大きいなという。

どういった内装とか棚のつくり方とか、そうい

うものにおいても、皆さん方がちゃんと、１階

のショールームの棚は宮崎県の県産材を使うと

指定をしてさせるとか、防災、防火上の問題が

あれは、ちゃんと不燃処理をしてやるとか、い

ろんなものがあるんです。だから、今回つくる

のは、宮崎のＫＯＮＮＥとしては、宮崎のもの

を全てこういう形で発信したいと、情報の基地

なんでということで、その内装のいろんな部分

のところまで、そうやって、皆さん方が県産の

ものを使って指定してやっているんなら、多少

そうやって高くなっていくだろうなと思うんで

すけれど、一切そういったものを、向こうに全

部委託してという形であるとちょっと解せない

ところがあるんで、やっぱりそういったことま

でひっくるめて、せっかくつくるんなら、中の

その内装に使う部分も、県内の素材が使えるや

つだったら、そういった県産材を使ったケース

にするとか、いろんなことも工面をしてもらう

と、より宮崎をアピールできるんではないかな

というふうに思うんで、その辺の検討もしてみ

てください。

おっしゃると○中嶋オールみやざき営業課長

おりでございまして、特に、県産材につきまし

ては、我々もぜひ使いたいということで、林務

のほうにも協力を求めまして、実際その大成建

設と、どういう形で県産材が使えるかというの

を、実際見ていただいたりとか、そこまで踏み
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込んで協議をさせていただいているところでご

ざいます。

よろしくお願いします。○星原委員

そこのところは、単純に高過ぎる○坂口委員

なというのが、みんなが思っている疑問だと思

うんです。それで、事情があるというのもわか

る。事業費は、公共事業じゃなくて、県単費で

やるんですか。

県単の事業で○中嶋オールみやざき営業課長

あります。

補助公共では、そういう契約と積○坂口委員

算のあり方というのは、認められる手法ではあ

るんですか。随意契約になって、相手方が言う

金額でやっていかざるを得ないという契約のあ

、 、り方というのが 補助公共の場合認められるか

県単だから、そういう契約もできるのか。具体

的にいったら、そこで設計者が出てきます。そ

こに単価が出てきて、そして、工事費が出てき

て、経費が出てきて、工事金額、予定価格が決

まってくるというのが、公共事業の契約に対し

ての数字の決め方です。数字を入れてない、そ

ういった金抜設計書ってあります。金抜設計書

を大成建設が入れた場合と、本県が公共事業の

一つの物価版に伴って、標準歩掛かりを入れた

場合との金額が当然、今、かなり差がある金額

が出てきますよということを星原委員は言って

いるんだと思うんです。僕は、これが補助公共

事業だと、会計検査院を合理的に説得するだけ

の根拠がないから難しいと思うんです。ただ、

県単だったら、県の考え方で許されるんかもわ

からないけれど。そこのところが一つ疑問だか

ら そういった場合 金抜設計書というのをちゃ、 、

んと大成から求めて、それに営繕課が数字を入

れていって、向こうが提示した数字とどれぐら

、 、い開きますよというのを 一つは後学のために

いつかは示してほしいというのをお願いしてお

きたいと思います。

我々も、大成○中嶋オールみやざき営業課長

とそういう見積もりといいますか、当然出して

いただきまして、そこにつきましては、営繕課

、 、にも見ていただいて 当然削るところは削って

節約して、適正な価格で発注したいというふう

に考えております。

それがもし可能なら、何らもう感○坂口委員

覚的に僕らが間違えているだけで。やっぱり坪

当たり200万ぐらい、設備を外してもかかるとい

うのは、どう見てもリニューアルで高いなと思

うんですけれど。ただ、それだけのぜいたくづ

くりになってしまったんだっていうことの理解

はできるけれど。ちょっとそこのところで一致

しない部分があるんですが、高過ぎるなって、

何か特別な事情があって、相手のペースに乗っ

かっているんだったら、これちょっと公共事業

としてやる、交付金をやっぱり財源にしてやる

契約のあり方ではちょっと工夫がいるかなと、

見積もりをとったり、随契だったら、そこで価

格交渉をやったりとか。だから、そこでのやっ

ぱり価格の決め方というのは、それをやる県の

考え方に基づいて、交付金の出し方に基づいて

やらないとだめだから、まず、見積もりがとれ

ると思うんです。見積もりは幾らって、こうい

うことが世間の相場ですよというのは、大成と

詰められると思うんです。それが１つと。

我々は、公共事業として、これで十分世間の

相場、公共事業として認められたルールに基づ

。 、くとこの金額ですよということになる そこで

いや、うちは、ある意味じゃ、これはもう単な

る、鉄を使ってますからとか金の棒を使ってま

すからという差が出てきたとき、金の棒は要ら

ないよというのが今言われた、やっぱり詰めて
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いくという予算。そこらをしていくことになれ

ば、そんな数字出てこないんじゃないかなとい

うので、どうも違うんじゃないかなと思うもん

ですから。さっき言ったように、金抜設計書を

営繕に持って帰って、今の物価版から数字を入

れさせてストックしたのを、いつかまたこの場

で示してもらうと、今の疑問に対してもわかる

かなと。

どうもありがとうご○中田商工観光労働部長

ざいます。本当委員のおっしゃるとおりですの

で、我々が、設計を見ても、正直言って素人で

すからわかりませんが、当然、県が責任を持っ

て発注してやるわけですから、委員が、今アド

バイスいただいたような形で、しっかり県土整

備部にアドバイスいただきながら、やっていき

たいというふうに思っておりますので、よろし

くお願いいたします。

部長にお伺いしたいんですけ○島田副委員長

れど、21ページのみやざき産業振興戦略なんで

すが、この中の商工会の経営指導員の指導とい

うところです。先般伺ったんですけれど、商工

会議所の指導員について、県から出向して指導

することはできないかということでお伺いした

んですけれど、その地域の商工会議所に指導員

というのは配置されているんです。指導員が２

人いるときに１人やめたら、そこの地域の中で

また１人入れるようになっているんですが、私

が聞いたのは、地方の商工会議所の指導員のレ

ベルをもう少し上げないと、やっぱり産業の疲

弊化というのはそこが原因じゃなかったのかな

と思っているんです。実は、くしまアオイファ

ームは、18人で、若い20代の人がインターネッ

トで販売しているんです。それで、いろんな企

業との接点を持って、そこで事業を拡大してい

くという企画を組むんですけれど、やっぱり会

議所でそれをやるのが当然じゃないですか。会

議所の会員も減っていくわけです。その経営者

がもう年寄りになってきたから、新たな、自分

の商業を拡大しようかという企画もできない状

況だから 地元の経営指導員というよりも やっ、 、

ぱりここは県のレベルの高い指導員を配置する

か、指導にいくかということでやっておかない

と、この26市町村の商工会と商工会議所のレベ

ルというのは下がっていくんじゃないかなと思

うんです。せっかくこれだけの企画をされてい

るんだったら、もう一回会議所の指導というの

をやってもらえんかなと思って、部長の見解を

ちょっと。

副委員長のおっしゃ○中田商工観光労働部長

るとおりで、今、要するに、先ほど説明があり

ました、本県の場合は、中小企業が99％、その

うち、小規模企業が88％です。小規模企業が非

常に多くを占めておるという状況の中で、おっ

しゃいましたとおり、商工会議所、商工会の果

たす役割というのは非常に大きなものがあると

いうふうに思ってます。現状として、商工会議

、 、所は まだ複数人の指導員がおりますけれども

問題は、商工会のほうが、非常に指導員の数が

少ない、２人のところもありまして、１人の指

導員しかいないというところもございます。

この人たちをいかにレベルの高いところに

持っていくかというのが、本当大きな課題なん

です。なかなか数を、予算の関係とかあってふ

、やせないという状況も一つあるんですけれども

検証はもちろんやっていかないといけないとい

うのがございます。

そういう中で、今、商工会連合会のほうが産

、業振興機構と連携協定を一応結んでおりまして

産業振興機構は、たくさん専門家を持っている

んです。外部の専門家をかなり持っております
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ので、一つは、商工会を補完するような形で、

商工会の指導員の指導とか、企業さんの指導と

かも含めて、そういう外部の人材を活用するよ

うな仕組みづくりを、今、商工会連合会のほう

では一応やっていただいているところです。

もう一つが、国のほうで経営発達計画という

のを今認定をしてて、本県の場合、半分の商工

会が一応認定を受けているんです。これは、伴

走型支援ということで、企業に寄り添った形で

、支援していくということになっておりますので

なお一層その指導員の資質を上げていかないと

いけないというのがございます。だから、そこ

あたりを、県だけではなかなか難しいところも

ございますけれども、商工会議所連合会、それ

とか、商工会連合会あたりと、要するに県レベ

ルの連合会がございますので そのあたりとしっ、

かり連携しながら、資質の向上に取り組んでい

きたいというふうに思っております。

やっぱりこの指導員が強力的○島田副委員長

にぐいぐい引っ張っていくような強さがなかっ

たら、地方の商店街というのはなくなると思う

んです。今、西諸地区で、留学生を受け入れて

半年間教育をして、その留学生が帰って、企画

して、もうかるような要素をつくってくれたん

です。その中で、今、米を100トン送ってくれと

。いうようなレベルになってきてるんだそうです

商工会議所の指導員がそういうことをやってい

けば、次から次に外国との交流も出てくるんで

すけれど、そういうことができないんです。そ

こはやっぱり県として指導していくべきじゃな

。 、いかなと思うんです 今後の問題でしょうから

ひとつよろしくお願いします。

ほかいかがでしょうか。よろし○渡辺委員長

いですか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

では、その他報告事項に関する○渡辺委員長

質疑を終了します。

その他で何かございますでしょうか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、以上をもって、商工○渡辺委員長

観光労働部を終了いたします。執行部の皆様、

お疲れさまでした。ありがとうございました。

暫時休憩いたします。

午前11時53分休憩

午前11時53分再開

委員会を再開いたします。○渡辺委員長

午後の審議は午後１時再開といたします。暫

時休憩いたします。

午前11時53分休憩

午後０時59分再開

委員会を再開いたします。○渡辺委員長

、当委員会に付託をされました議案等について

県土整備部長の概要説明を求めます。

なお、委員の質疑は、執行部の説明が全て終

了した後にお願いいたします。

県土整備部でございます。○東県土整備部長

よろしくお願いいたします。

議案の説明に入ります前に、まずおわびを申

し上げます。

このたび、西都土木事務所が、昨年10月に発

注しました西米良村内の工事におきまして、許

可なく保安林内の立木の伐採等を行う森林法違

反の事案が発生いたしました。詳細につきまし

ては、先週、記者会見で県民の皆様に公表した

ところでありますが、２月の公用車の車検切れ

事案に続き、今回、このような不祥事が発生し

。ましたことを大変申しわけなく思っております

今後、改めて、職員への指導を徹底し、再発防
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止に努めてまいります。まことに申しわけござ

いませんでした。

続きまして、お礼と御報告を申し上げます。

着席させていただきます。

、 、 、先月 常任委員会委員の皆様に 県北と県南

それぞれの地区において視察を行っていただき

ました。この場をおかりしまして、お礼を申し

上げます。

そして、報告でございますが、まず、１点目

としまして、５月12日から13日にかけての豪雨

による公共土木施設の被害状況について御報告

。 、いたします 河川と道路を合わせた被害総額は

、 、県が４億7,300万円 市町村が２億5,800万円で

合計７億3,100万円となっております。なお、こ

の豪雨によって、国道219号の西米良村村所にお

いて崩土が発生し、全面通行どめとなっており

ます。

現在、崩土除去などの工事を行っておりまし

て、作業が順調に進めば、７月上旬には片側で

の交通開放ができるものと考えております。

本復旧に向けても、国との協議を行い、災害

査定前に応急工事として着手する方向で準備を

進めております。早期の復旧に向けて全力で進

めておりますので、御理解と御協力をお願いい

たします。

また、昨日の梅雨前線による大雨の被害につ

いて、現時点での状況を御報告します。

県土整備部が所管しています道路では、県道

日南志布志線が路肩決壊により一部区間で全面

通行どめとなっております。このほか、国が管

理する国道220号では、斜面崩壊により日南市宮

、浦から風田の区間が全面通行どめとなっており

現在、詳細な状況について確認を行っておると

ころでございます。

なお、昨夜は地震も発生しまして、延岡市で

震度４を観測いたしましたが、現在のところ、

道路を初め、県が管理する施設での被害報告は

ございません。

続きまして、２点目ですが、えびの高原、硫

。黄山周辺の県道の通行規制についてであります

５月９日に、硫黄山周辺の火口周辺警報が発表

されまして、噴火警戒レベルの引き上げが行わ

れたことを受け、県道１号線、小林えびの高原

牧園線ですが、この一部区間において、現在、

道路の全面通行どめを行っております。地元住

民や観光客など、利用者の皆様には、御不便、

、 、御迷惑をおかけいたしますが 人命優先のため

御理解、御協力をお願いしたいと考えていると

ころであります。

それでは、今回の委員会で御審議いただきま

す県土整備部所管の議案等につきまして、その

概要を御説明いたします。

お手元の商工建設常任委員会資料の表紙をめ

、 。くっていただきまして 目次をごらんください

まず、議案といたしましては、青島の賑わい

創出拠点整備事業に係る一般会計補正予算及び

工事請負契約の変更についてでございます。

次に、報告事項といたしましては、繰越明許

費についてほか２件、最後に、その他報告事項

でございますが、22万トン級クルーズ船受入環

境の整備についてほか４件につきまして御報告

させていただきます。

私からの説明は以上でございますが、詳細に

つきましては、担当課長のほうから説明させま

すので、よろしくお願いいたします。

ありがとうございました。部長○渡辺委員長

による概要説明が終了いたしました。

次に、議案に関する説明を求めます。

管理課でございます。県土整○中原管理課長

備部の６月補正予算の概要について御説明をい
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たします。商工建設常任委員会資料の１ページ

をごらんいただきたいと思います。

今回の補正でございますが、事業１本でござ

いまして、この表の右から３列目、太線で囲ん

でいるＤと書いてあるところでございます。６

月補正額をごらんください。

一番左側の事業別の区分では、中ほどのその

他の欄になります。補正額が１億810万円の補正

をお願いをいたしております。これによりまし

て、一般会計と特別会計を合わせました補正後

の額でございますけれども、その右側の列、Ｅ

というところの一番下でございます 712億7,087。

万3,000円でございます。前年度の６月現計予算

額との対比としましては、右に書いております

けれども、99.4％となっております。今回の補

正の総括は以上でございます。

。○上田道路建設課長 道路建設課でございます

委員会資料の３ページをお開きください。

議案第７号「工事請負契約の変更について」

であります。これは、国道327号佐土の谷工区で

施工します（仮称）佐土の谷２号トンネルに関

する工事請負契約の変更であります。１の佐土

の谷工区の事業概要でありますが、下のほうの

管内図をごらんください。当工区は、国道327号

の諸塚村大字七ツ山から椎葉村大字松尾の区間

の道路改良事業で、延長3,400メーター、車道幅

員5.5メーター 全幅７メーター 全体事業費約72、 、

億円であります。

２の（仮称）佐土の谷２号トンネルの概要で

ありますが、延長229メーター、車道幅員5.5メ

、 、 、ーター 全幅８メーターで ナトム工法により

諸塚村側から掘削を行う工事であります。

３の工事請負契約の概要でありますが、現在

の契約金額は６億1,425万5,400円、変更契約の

金額は６億2,227万706円で、801万5,306円の増

額を予定しております。契約の相手方は、内山

・伊達・日新特定建設工事共同企業体で、工期

は、平成30年３月20日までとなっております。

４の変更理由でありますが、平成29年３月か

ら適用します、公共工事設計労務単価に係る特

例措置による請負金額の変更であります。

詳細は、５ページの公共工事設計労務単価の

改定についてをごらんください。

今回の変更契約につきましては、国が最近の

労働市場にあわせて単価を改定することに伴い

まして、本県も国と同様に単価改定による変更

を行うものでございます。

今回の（仮称）佐土の谷２号トンネル工事に

つきましては、２の（１）の特例措置に記載し

ております受注者からの請求があり、新しい単

価で変更契約をするものであります。

道路建設課からは以上であります。

都市計画課であります。○中村都市計画課長

議案第１号「平成29年度宮崎県一般会計補正

予算」について御説明いたします。

お手元の冊子、平成29年度６月補正歳出予算

説明資料のインデックスで都市計画課のとこ

ろ、47ページをお開きください。

左から２列目の補正額欄にありますように、

、 、今回 １億810万円の増額補正をお願いしており

この結果、補正後の予算額は、右から３列目の

補正後の額にありますように 26億7,343万7,000、

円となっております。

補正の内容について御説明いたします。49ペ

ージをお開きください。

（事項）青島亜熱帯植物園環境整備事業費の

一番下にありますように、新規事業「 青島の賑「

わい創出」拠点整備事業」でありますが、この

事業の詳しい内容につきましては、委員会資料

で御説明をいたします。
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再びお手数でございますが、常任委員会資料

の２ページをお開きください。

新規事業 「青島の賑わい創出」拠点整備事業、

であります。

初めに、１の事業の目的であります。県立青

島亜熱帯植物園は、平成28年３月のリニューア

ル以降、多くの来園者が訪れておりますが、今

回、植物園に隣接し、ことし７月にリニューア

ルオープン予定の民間施設「青島屋」との相乗

効果により、官民連携による観光地域づくりを

行うことを目的とし、園内にあります老朽化し

た果樹温室等を再整備するものであります。こ

の整備により、観光地としての魅力や、おもて

なし環境を向上させ、青島地域の活性化に寄与

しようとするものであります。

、 。 、次に ２の事業の概要であります 予算額は

１億810万円をお願いしております。財源は、地

方創生拠点整備交付金であり、この地方創生拠

点整備交付金につきましては、ことしの４月末

に国の採択を受けましたことから、今回補正予

算として計上させていただくものであります。

事業期間は、平成29年度であります。

事業の内容の御説明をいたします。下の計画

平面図が、青島亜熱帯植物園を示した図でござ

います。この中で、楕円で２つ囲んでおります

、 、が 果樹温室１棟と培養温室３棟につきまして

来園者の皆様が植物の学習を行ったり、草花の

培養に参加できるような体験型の施設として改

築を行うものであります。

また、右上に隣接する民間施設として示して

おりますのが、青島屋でございます。

最後に３の事業の効果であります。

本事業の取り組みにより、宮交ボタニックガ

ーデン青島が、青島地域における観光拠点とし

ての魅力をさらに高めることにより、利用者や

観光客の増加が見込まれ、青島地域全体の活性

化に向けた経済波及効果が期待できるものであ

ります。

説明は以上であります。

ありがとうございました。説明○渡辺委員長

が終了いたしました。議案に関する質疑はござ

いませんでしょうか。

この青島亜熱帯植物園は、28年３○黒木委員

月のリニューアル前後で、来園者数はどのよう

に変わっているんでしょうか。

平成26年、27年がちょう○中村都市計画課長

どリニューアル中でございましたので、リニュ

ーアル前の平成25年で見ますと、９万8,000人の

入園者でございました リニューアル後 平成28。 、

年度でございますが、35万4,000人の多くの入園

者を得ております。

かなりふえてるわけです。そうす○黒木委員

ると、民間施設青島屋というのはどういう施設

でしょうか。

青島屋は、ちょうど参道○中村都市計画課長

の入り口に面していて、前からあったわけでご

ざいますが、今回再編するということでござい

まして、１階がお土産品、それから、２階がレ

ストランになっておるんですが、とりわけ、１

階にオープンカフェを設けるということでござ

いまして、どうも聞くところによりますと、こ

の亜熱帯植物園のリニューアルの状況を見てい

て、これは機会であるというふうなことで、再

。整備を図ったということでお聞きしております

この平面図の中で、学習棟という○黒木委員

、 、のがあるんですけれど これはどのような人が

どれぐらい、どういう利用のされ方をしている

んでしょうか。

学習棟につきましては、○中村都市計画課長

多くの方々に利用していただいておりますが、
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例えば、草花の展示でありますとか、あるいは

植栽体験教室でありますとか、こういった御利

用をいただいておるところでございます。

これは、学校の児童生徒とかが利○黒木委員

用されているわけですよね。そうすると、今回

の事業内容は、果樹温室と培養温室の改築とい

うことですけれども、現在中に入っている果樹

とか培養しているものを、体験型のようなこと

をやるということで、今後どのように具体的に

変えていくのかお伺いします。

まず、現状の果樹温室等○中村都市計画課長

、 、でございますが 現状でもよく御承知のように

マンゴーとかバナナとかパイナップルとか、こ

ういう熱帯果樹をやっております。また、非常

に珍しいものとして、ソーセージのような実が

なるソーセージの木とか、幹から直接、ピンポ

、ン玉ぐらいの紫色の実がなるジャボチカバとか

非常に珍しい木がございます。こういった果樹

を移設できるものは移設をし、また、新たに新

設できるものは新設をしということで、さらに

魅力を高めるような果樹室にしてまいりたいと

いうふうに思っております。

また、培養施設につきましては、先ほど申し

ましたように、園内に植える草花をふやすとい

う意味の培養室でございますけれども、その培

養に当たって株分けでありますとか、造園教室

であるとか、こういった体験型のことができる

施設として再整備をしてまいりたいというふう

に考えております。

リニューアルする前とは３倍以上○黒木委員

来園者がふえているということで、さらにこの

地域の活性化につながるような取り組みを進め

ていただきたいというふうに思います。

よろしいですか。関連あります○渡辺委員長

か。

関連ですが、大温室でしたか、ガ○重松委員

ラスが割れて入館できなかったんじゃなかった

かと思うんですけれども、いつ復旧をされて、

原因は何だったんでしょうか。

確かに、大温室は、ガラ○中村都市計画課長

スが実は２回割れてございます。１回目が、28

年の６月10日に、大温室東側の側面ガラスの最

上部が割れてございます。また、２回目は、10

月10日に、大温室の、今度は西側の側面ガラス

の最上部が割れてございます １回目が ６月10。 、

日から６月29日までの20日間です ２回目が 10。 、

月11日から11月16日までの37日間の閉園を余儀

なくされております。

原因でございますが、割れたガラス片を、い

わゆる専門の検査機関でありますとか、あるい

は大学の先生でありますとか、持ち込みまして

いろいろ原因は聞いたわけでございますが、何

らかの原因で割れたということは間違いござい

ませんけれども、これが原因だというふうな特

定には至ってなかったもんですから、それで対

策といたしまして、全ての側面のガラスに、飛

散防止フィルムを張るという形で安全性を高め

るという措置をしたところでございます。

ちょうどその28年６月に私も見学○重松委員

にいったんですけれど、ちょうどその入れない

ときだったもんですから、今フィルムを張って

安全対策されたということで注意をしてやって

いただきたいと思います。

この工事請負契約の労務単価とい○満行委員

うのは、単純にこのふえた分は、労働者にいく

のか、それとも、あくまでも単価なので、その

労務者との配分は会社で勝手に決められるのか

お聞きします。

設計労務単価についてで○大坪技術企画課長

ございますけれども、これは、工事費算定の積
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算に用いる価格でございまして、前年度に国の

、 、ほうが 国交省と農水省でございますけれども

全国の工事をピックアップしまして、実際にど

の程度の労務単価、労務をお支払いしているか

というような調査を行いまして、その分、支払

うべき労務単価、それから、個人で負担すべき

社会保障等の費用、そういうのをひっくるめた

形で、工事の中で見る価格として設定をするも

のでございます。それで、積み上げをいたしま

して、工事費を算定するということに用いてい

るものでございまして、必ずしも直接労務者に

渡る金額というわけではございません。

ちょっと細かい話で、今の佐土の○重松委員

谷工区の幅員 上の事業概要の中の ５ 幅員5.5、 （ ）

メーター（7.0）と下のトンネル工事との違いは

一体何ですか。

上のほうの１番のほうに○上田道路建設課長

ついては、トンネル部以外の道路の幅員を示し

てます。２メーター75の車道幅員、これが２車

線ありますので５メーター50、あと路肩は75セ

ンチ、両側ありますので１メーター50足してい

ただいて７メーター、あと２本のトンネルにつ

いては、車道幅員が２メーター75で、路肩が50

センチということで、両側で１メーター、あと

監査歩廊ということで、人が歩けるように、い

ろんな点検とか含めまして行けるようにという

ことで、75センチ、両側とってますから、トー

。タルで８メーターということになっております

足して８メーターになるというこ○重松委員

とですね。わかりました。

議案についてよろしいですか。○渡辺委員長

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、次に報告事項に関す○渡辺委員長

る説明を求めます。

報告事項でございます。資料○中原管理課長

の６ページをお開きいただきたいと思います。

横置きになります。平成28年度に御承認いただ

きました繰越明許費の額が確定いたしましたの

で、地方自治法施行令第146条第２項の規定に基

づき、御報告をさせていただくものでございま

す。

資料でございますけれども、６ページから９

ページにかけまして、この明許費について、会

計区分ごと、所属ごと、事業ごとにそれぞれ記

載をしておるところでございます。

８ページをごらんいただきたいと思います。

一般会計の合計の欄をごらんいただければと

思います。一般会計の繰越明許費の確定額でご

ざいます。中ほどの繰越額という列がございま

す。ここの合計欄で256億7,684万8,348円でござ

います。繰り越しの理由につきましては、各事

業ごとに、この表の右のほうに主なものを記載

しておりますけれども、関係機関との調整です

とか、用地交渉等に日時を要したこと、さらに

は国の補正予算の関係、工期が不足したこと等

によるものでございます。

９ページをごらんください。特別会計を２件

ここに上げてございます。上の表が公共用地取

得事業特別会計でございます。繰り越し確定額

が8,675万7,952円でございます。用地交渉等に

日時を要したことによるということでございま

す。

その下の表でございます。港湾整備事業特別

会計でございます。合計の欄をごらんいただき

ますと、繰り越し確定額9,334万円でございまし

て、関係機関との調整に日時を要したことによ

るというふうなことでございます。

最後に、一番下の、部の合計でございますけ

れども、ただいま申し上げました一般会計と特

別会計を合わせた県土整備部の繰り越し確定額
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の合計でございますけれども、258億5,694

万6,300円となっております。繰越明許費の確定

の報告につきましては、以上でございます。

次に損害賠償額を定めたことについて御説明

をいたします。おめくりいただきまして、10ペ

ージをごらんいただきたいと思います。

県有車両による交通事故の損害賠償でござい

ます。これは、職員が運転します県有車両、公

用車でございますが、駐車場内におきまして、

バックする際に、相手方の車両と接触したこと

によるものでございます。損害賠償額は、右か

ら２番目の枠でございます。８万8,000円でござ

いまして、全額が任意保険から支払われており

ます。

交通事故防止につきましては、職員に対しま

して、再三にわたり注意を喚起しているところ

でございます。また、今回、このような案件が

発生しましたことから、しっかりと職員にも改

めて交通安全の啓発、指導を徹底してまいりた

いというふうに考えております。

管理課は以上でございます。よろしくお願い

いたします。

委員会資料の11ページを○西田道路保全課長

ごらんください。

道路の管理瑕疵に係る損害賠償額を定めたこ

とについて、地方自治法第180条第２項の規定に

基づき御報告いたします。

、 。今回の報告は 物損事故が６件でございます

それぞれの事故の内容について御説明申し上げ

ます。発生日、発生場所等につきましては、資

料の左側の欄に記載のとおりでございます。

上から説明いたします。１番目の枝落下事故

につきましては、道路上方からおちてきた樹木

の枝が車両を直撃し、車両のフロントバンパー

。及びボンネットなどを損傷したものであります

本件は、その内容から被害者に過失を問うこ

とができないと判断しておりますことから、過

失相殺は行っておりません。

２番目の土砂乗り上げ事故につきましては、

昨年の台風16号の豪雨により、道路上に少量の

土砂が流出する中、これに乗り上げながら車両

で走行していたところ、大量の土砂流出により

走行不能となり、車両のフロントバンパーなど

を損傷したものであります。運転者に漫然運転

及び安全注意義務違反の過失がありますので、

５割の過失相殺を行っております。

３番目の倒木事故につきましては、突然倒れ

てきた倒木が車両を直撃し、車両上部及びドア

フレームなどを損傷したものであります。本件

は、その内容から被害者に過失を問うことはで

きないと判断しておりますことから、過失相殺

は行っておりません。

４番目の落石事故につきましては、道路上に

おちていた石に車両が乗り上げ、車両のホイー

ルなどを損傷したものであります。運転者に前

方不注視の過失がありますので、３割の過失相

殺を行っております。

５番目の側溝ふた不全事故につきましては、

対向車を避けようとして左にハンドルを切った

ところ、車道沿いに設置されていた側溝のふた

が外れていた部分に、左後輪が落ち込み、車両

。のスライドドアなどを損傷したものであります

運転者に前方不注視の過失がありますので、２

割の過失相殺を行っております。

６番目の落石事故につきましては、道路のり

面からおちてきた石が車両を直撃し、車両の天

井部を損傷したものであります。本件は、その

内容から被害者に過失を問うことはできないと

判断しておりますことから、過失相殺は行って

おりません。
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損害賠償額は、４万8,021円から85万6,500円

となっておりまして、全て道路賠償責任保険か

ら支払われます。

説明は以上でありますが、引き続き、道路パ

トロールを徹底するなど、道路施設の安全確保

に努めてまいりたいと考えております。

道路保全課は以上であります。

ありがとうございました。報告○渡辺委員長

事項に関する説明が終了いたしました。質疑は

ございませんでしょうか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、その他報告事項に関○渡辺委員長

する説明を求めます。

港湾課でございます。22万ト○明利港湾課長

ン級クルーズ船受入環境の整備について御説明

いたします。委員会資料の12ページをお開きく

ださい。

まず、１の背景についてであります。日南市

にあります重要港湾、油津港につきましては、

これまで県南地域の物流拠点として港湾整備を

進めております。

その一方で、広い水域と連続した岸壁を有す

る特性を生かし、地元日南市を初め、周辺市町

と県で大型クルーズ船の誘致や受け入れ環境の

整備を進めた結果、県内では唯一16万トン級ク

ルーズ船の受け入れを行っており、寄港回数も

増加しているところでございます。

現在、国内に寄港しているクルーズ船は16万

トン級が最大ですが、さらに世界最大となりま

す22万トン級のアジア配船も計画されており、

油津港においても受け入れについての打診が

あったところであります。そのため、昨年度、

国土交通省の官民連携による地域活性のための

基盤整備推進支援事業にて検討を行いました結

果、施設を一部追加することで、既存岸壁を有

効活用した受入が可能との結論を得ましたこと

から、整備を実施するものであります。

次に、２の概要についてであります。事業年

度は29年度、事業名は、社会資本総合整備交付

金で、事業費としまして3,600万円を予定してお

ります。

内容としましては、13ページの参考に示して

おりますように、着岸時にクッションの役目と

なります防舷材及び綱をとるための係船柱をそ

れぞれ１基ずつ整備するもので、通常はコンテ

ナ船などの荷役作業に支障となるため、クルー

ズ船が寄港する際のみ設置できる着脱式として

おります。

最後に、３の効果についてであります。

22万トン級クルーズ船は、16万トン級よ

り1,000人以上も多い観光客を一度に運べること

から、周辺地域へのより一層の経済波及効果が

期待され、油津港のストック効果がさらに高ま

るものと考えております。

また、九州東岸では、唯一、油津港にのみ寄

港が可能となり、太平洋側の周遊ルートも企画

できるため、アジア配船の実現に弾みがつくと

ともに、太平洋側を中心とした国内各地への経

済波及効果についても期待されているところで

あります。

港湾課は以上であります。

。○中村都市計画課長 都市計画課でございます

私のほうからは、美しい宮崎づくりに関する

取組状況についてと、都市公園等に関する次期

指定管理者の指定についての２点について御説

明いたします。

資料の14ページをお開きください。

まず、美しい宮崎づくりに関する取組状況に

ついてであります。初めに、１の取組の概要で

ありますが、美しい宮崎づくりの推進に向けま
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しては、本年４月に施行いたしました美しい宮

崎づくり推進条例に基づく、施策の実効性を高

めるための推進体制として、知事を本部長とい

たします推進本部を設置し、推進計画の策定を

行いますとともに、条例に関する普及啓発や県

民等との協働による美しい宮崎づくりを推進し

ていくこととしております。

次に、２の美しい宮崎づくり推進計画の策定

についてでありますが、県民、事業者との連携

による美しい宮崎づくりを推進するため、県、

市町村、県民、事業者の役割分担と具体的な取

り組みを示した推進計画を策定し、条例に基づ

。く施策を全庁的に推進することとしております

（１）の計画期間についてでありますが、ス

ケジュール感を持って美しい宮崎づくりに取り

組めるよう、平成32年の東京オリンピック・パ

ラリンピックや、平成38年の宮崎国体などの開

催を見据えまして、平成29年度から38年度まで

。の10年間の計画期間としたいと考えております

（２）のＰＤＣＡサイクルの構築についてで

ありますが、計画の策定後は、毎年度、施策の

取り組み状況をまちづくり団体の代表者などか

らなる有識者会議に御報告いたしまして、いた

だきました助言を次年度の施策に反映させるＰ

。ＤＣＡサイクルを構築したいと考えております

（３）の策定スケジュールについてでありま

すが、現在、庁内において計画素案の策定作業

を進めており、今後、８月にはパブリックコメ

ントを実施し、寄せられた御意見をもとに必要

、 、な修正を行った後 有識者会議や推進本部会議

そして、県議会への御報告を適宜行いながら、

条例で定めた美しい宮崎づくり推進強化月間で

あります11月には公表ができるよう取り組んで

まいりたいと考えております。

資料の15ページをお開きください。

最後に、３の美しい宮崎づくりへの県民等の

参加促進についてでありますが、先ほど申し上

げた推進計画の策定以外にも、普及啓発活動や

県民の皆様との協働など、さまざまな取り組み

を行うこととしております。

まず （１）の普及啓発による機運の醸成のた、

めの取り組みといたしまして、条例が施行され

、 、 、た４月以降 県広報みやざきや新聞 さらには

テレビやラジオの県政番組など、さまざまな媒

体を活用いたしまして、美しい宮崎づくりをア

ピールするとともに、フェイスブックページを

活用しまして、そこに米印で情報発信の取り組

み事例を示していますように、バス停周辺に花

を植えている地域住民の取り組みや沿道に花を

植えている事業者の方々の取り組みなど、美し

い宮崎づくりに関するさまざまな情報の発信に

取り組んでおりまして、これが４月以降、すぐ

に取り組んだことでございます。

資料の16ページをお開きください。

６月以降の取り組みとしまして、６月中には

美しい宮崎づくり活動団体の登録を開始するこ

ととしているほか、６月24日には、みんなで築

く美しい宮崎づくりと題しました講演会やパネ

。ルディスカッションの開催を予定しております

さらに 美しい宮崎づくり推進強化月間である11、

月には、活動団体の事例発表や意見交換、知事

表彰等を行いたいと考えております。

また、今申し上げました普及啓発と併行し、

（２）の県民等との協働による各種施策の推進

といたしまして、沿道修景美化や河川などの環

境美化について、県民等と協働して取り組むほ

か、森づくりの推進など、関係部局とも連携し

ながら、美しい宮崎づくりに関する施策を全庁

的に推進してまいりたいと考えております。

以上、美しい宮崎づくりに関する取組状況に
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ついて御説明いたしました。

続きまして、都市公園等に関する次期指定管

理者の指定について御説明いたします。

それでは、17ページをごらんください。

説明の流れとしましては、まず初めに、現在

の管理運営状況について御説明し、次に、次期

の募集方針案について、最後にスケジュールに

ついて御説明いたします。また、県立平和台公

園など５つの都市公園等について、３つのグル

ープに分けて指定管理を行っておりますことか

、 。ら グループごとに説明をさせていただきます

それでは、初めに、１の現在の管理運営状況

について御説明いたします。

（１）の県立平和台公園及び県総合文化公園

につきましては、アの施設の概要にありますよ

うに、指定管理者として、株式会社馬原造園建

設が管理を行っております。イの施設の利用状

況でありますが、平成28年度で見ますと、平和

台公園は約５万人、総合文化公園は約４万4,000

人の利用者数となっております。ウの施設収支

状況でありますが、収入の欄、指定管理料は、

平成28年度で見ますと、8,240万円となっており

ます。

エの利便性やサービス向上、利用者増の取組

につきましては、オの評価と一括で御説明させ

ていただきます。

（ア）の県立平和台公園では、平和の塔周辺

ライトアップやホタル鑑賞会などの地域特性を

、 、生かした自主企画事業に取り組んでおり また

公園ボランティア団体を活用した花壇整備等を

、 。行うなど 県民との協働にも積極的であります

18ページをお開きください。

（イ）の県総合文化公園では、夏休み！ツリ

ーイング体験会や盆景教室等の各種園芸教室な

どの自主企画事業に取り組んでおり、また、花

ショウブの補植や公園ボランティア団体を活用

した花壇整備等を行うなど、県民との協働にも

積極的であり、両公園とも管理運営は適切に行

われていると評価しております。

続きまして （２）の宮崎県総合運動公園及び、

県立青島亜熱帯植物園につきましては、アの施

設の概要にありますように、指定管理者として

一般財団法人みやざき公園協会が管理を行って

おります。

イの施設利用状況でありますが、平成28年度

で見ますと、青島亜熱帯植物園は約35万人、宮

崎県総合運動公園は約136万人の利用者数となっ

ております。

ここで、先ほど黒木委員の御質問にもお答え

しましたが、青島亜熱帯植物園について再度補

足をさせていただきます。

青島亜熱帯植物園は、平成26年度、27年度は

リニューアル工事中でございましたので、利用

者数が少なくなっております。また、資料中に

記載はございませんが、リニューアル工事前の

平成25年度の利用者数は、約９万8,000人であり

まして、リニューアル前後で約3.6倍に増加をし

ております。

ウの施設収支状況でありますが、収入の欄、

指定管理料は 平成28年度で見ますと １億1,518、 、

万3,000円となっております。

エの利便性やサービス向上、利用者増の取組

につきましては、先ほどと同様、オの評価と一

括で説明させていただきます。

19ページをごらんください。

（ア）の総合運動公園では、バラまつりや春

・秋のお茶会などの自主企画事業に積極的に取

り組んでおり また周辺ホテルと連携したぐるっ、

と青島レンタサイクルを運営し、公園内の利用

者や青島の観光客の利便性の向上が図られてお
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ります。

（イ）の県立青島亜熱帯植物園では、ブーゲ

ンコレクションやパラボラチョカフェなどの自

主企画事業に積極的に取り組んでおり、また、

青島サンデーマーケットや夜間ライトアップな

ど、青島地域の関係団体や周辺施設と連携した

取り組みにより、青島地域の活性化に貢献して

おり、両公園とも管理運営は適切に行われてい

ると評価しております。

続きまして （３）の特別史跡公園西都原古墳、

群につきましては、アの施設の概要にあります

ように、指定管理者として、一般財団法人みや

ざき公園協会が管理を行っております。

イの施設利用状況でありますが、平成28年度

で見ますと、約３万4,000人の利用者数となって

おります。

ウの施設収支状況でありますが、収入の欄、

指定管理料は平成28年度で見ますと2,57 4

万5,000円となっております。

エの利便性やサービス向上、利用者増の取組

につきましては、オの評価と一括で御説明させ

ていただきます。

20ページをお開きください。

特別史跡公園西都原古墳群では、春の山野草

を食べようや夏休み虫取り教室などの自主企画

イベントに積極的に取り組んでおり、また、西

都原考古博物館などの周辺施設や地域との連携

も良好で、管理運営は適切に行われていると評

価しております。

次に、２の次期の募集方針案について御説明

いたします。

（１）の募集対象施設ですが、今、御説明い

たしましたアからオの５施設を対象としており

ます。

（２）の業務の範囲は、アの都市公園等の利

用、イの都市公園等の維持及び保全、ウの都市

公園等の利用促進に関する啓発及び企画に関す

る業務など、４つの業務となります。

（３）の指定期間は、平成30年４月１日から

の３年間としております。

（４）の基準価格につきましては、５つの施

、 、設を今期と同様に３つの公募単位として まず

１の平和台公園と総合文化公園は、年額8,951

万7,000円で、次に、２の総合運動公園と青島亜

熱帯植物園は、年額１億3,660万6,000円、最後

に ３の特別史跡公園西都原古墳群は 年額2,765、 、

万2,000円と設定しております。

（５）の利用料金につきましては、県立青島

亜熱帯植物園の学習室の使用料は、指定管理者

が徴収業務を行いますが、これは全額県の収入

となります。

（６）の募集概要にありますように、募集期

間は７月３日からの約２カ月としております。

21ページをごらんください。

（７）の資格要件につきましては、アにあり

ますように、宮崎県内に事業所または事業所を

有する、または設置しようとする法人その他の

団体であることなど各種要件を記載しておりま

す。

（８）の選定であります。

アの審査の流れにつきましては、まずは、表

の上段にありますように、申請された書類に基

づき書類審査を行います。次に、表の中段にあ

りますように、指定管理候補者選定委員会によ

るヒアリング等の審査を行った上で、表の下段

にありますように、選定委員会の審査結果と県

内部において評価した結果を指定管理候補者選

定会議で照らし合わせることとしております。

イの表にありますとおり、指定管理候補者選

、 、 、定委員会の委員の方々は 学識者 公認会計士
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。利用者代表等の外部委員で構成されております

また、ウの表にありますとおり、指定管理候

補者選定会議は、県土整備部長を議長とするメ

ンバーで構成されております。

22ページをお開きください。

（９）の選定基準・審査項目・配点につきま

しては、表中のアからオの５つの選定基準につ

きまして、それぞれ記載しております審査項目

、 。と配点により 審査を行うこととしております

都市公園等の管理につきましては、利用者サ

ービスの向上や、それを支える体制の確保が重

要と考えておりますことから、イの公の施設の

効用を最大限に発揮する事業計画や、エの事業

計画を着実に実施するための管理運営能力を重

視し、配点をしております。

最後に、３のスケジュールについて、御説明

いたします。

、７月３日から９月４日までの募集期間を経て

９月下旬に指定管理候補者選定委員会による審

査、10月上旬の指定管理候補者選定会議による

確認を行い、指定管理候補者を選定した後、11

月議会に指定管理者の指定議案を提出させてい

ただきたいと考えておりますので、よろしくお

願いいたします。

都市計画課からは以上でございます。

。○志賀建築住宅課長 建築住宅課でございます

委員会資料の23ページをごらんください。

県央・県南地区の県営住宅に係ります次期指

定管理者の指定について御説明いたします。

まず、１の現在の管理運営状況についてであ

ります （１）の施設の概要でありますが、県北。

地区を除く８土木事務所管内の83団地6,768戸に

ついて、一般社団法人宮崎県宅地建物取引業協

会が平成27年度から３年間、指定管理者として

管理運営を行っております。

（２）の施設利用状況でありますが、26年度

までが第３期で、太枠で囲んでおります27年度

から第４期となりまして 第４期は 第３期の26、 、

年度と比較して、定期募集における入居募集戸

数 応募者数とも減少しております これは 27、 。 、

年３月から入居希望者への住宅提供機会の拡大

や空き住戸の活用促進を目的としまして、随時

募集を開始したことから、定期募集における入

居募集戸数等が減少したものであります。

（３）の施設収支状況でありますが、表の一

番下の収支差額のとおり、26年度と27年度は黒

字で、28年度はゼロとなっております。これ

は、28年度に、表の下から３番目にあります指

定管理者事業調整準備金を新たに設け、2,200万

円余を繰り入れたことによるものであります。

この準備金につきましては、現在の指定管理者

が指定管理業務を継続して受託できなかった場

合に、退職手当やリース物品の残額の支払い等

に充てるためのものであります。

24ページをお開きください。

（４）の利便性やサービス向上、利用者増の

取組でありますが、窓口の箇所数の増加、窓口

の開業日の増加及び受付時間の拡充のほか、子

育てお悩み相談など、県が要求した水準に比べ

て充実した取り組みがなされております。

（５）の指定管理者に対する評価であります

が、アにありますとおり、窓口の箇所数の増加

等により、入居を希望する県民にとって、手続

等の利便性が向上したこと、ウにありますとお

り、県営住宅使用料の徴収率の向上により、県

の収入増に貢献していることなどが評価できる

点と考えております。

また、課題といたしましては、カにあります

、 、 、とおり 県営住宅の管理業務は 制度が複雑で

、 、知識と経験を要することや 低額所得者であり
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さまざまな事情がある入居者へのきめ細かな対

応など、入居者との信頼関係の醸成に時間を要

するものがあるため、今後とも、人材育成と資

質の向上に努めることが望まれるところであり

ます。

次に、２の次期の募集方針案についてであり

ます。

今回から県と都城市が共同で指定管理者を募

集・選定し、同一の指定管理者が県営住宅と市

営住宅を管理することとしております。

（１）の業務の範囲は、公営住宅法上、県が

行うこととされております、入居者や家賃の決

定、同居の承認などの業務、以外の業務であり

まして、具体的には、アの県営住宅の入退去の

手続や、イの家賃等の徴収、ウの施設の維持保

全業務のうち、軽微なものなどであります。

（２）の指定期間は、平成30年度からの５年

間 （３）の基準価格は、年額１億9,028万8,000、

円としております。

（４）の利用料金でありますが、家賃につき

ましては、公営住宅法施行令により、駐車場使

用料については、県の告示によりそれぞれ定め

られており、これらは指定管理者が徴収し、全

額県の収入となります。

（５）の募集概要でありますが、期間は、平

。成29年７月３日から約２カ月間としております

25ページをごらんください。

（６）の資格要件でありますが、入居者の利

便性に配慮し、本店等のほかに、各土木事務所

ごとに一つ以上の支店等を設置することなどを

要件としております。

（７）の選定でありますが、アの審査の流れ

やウの指定管理候補者選定会議委員につきまし

ては、先ほど都市計画課から御説明いたしまし

た、県立平和台公園等と同様でありますが、イ

の指定管理候補者選定委員会委員につきまして

は、表にありますとおり、学識経験者、社会福

祉の専門家、公認会計士、利用者代表等の５名

としております。

26ページをお開きください。

（８）の選定基準・審査項目・配点でありま

すが、表にありますように、アからオの選定基

準につきまして、記載のとおりの審査項目と配

点により審査を行うこととしております。

なお、県営住宅につきましては、公営住宅法

等に基づく管理の要領が大変複雑であることや

管理の対象となる住宅が広域かつ多数に及びま

すことから、選定基準のうち、ア、イ、及びエ

の配点を大きくしております。

最後に、３のスケジュールについてでありま

す。

こちらも、県立平和台公園等と同様、10月中

旬に指定管理候補者を選定し、11月定例県議会

に指定管理者の指定議案を提出させていただき

たいと考えておりますので、よろしくお願いい

たします。

建築住宅課は以上でございます。

高速道対策局でござい○前内高速道対策局長

ます。

資料の27ページをお開きください。

高速道路等の整備状況と課題について説明を

いたします。

初めに、１番の整備状況の概要について説明

いたします。

図の中に丸数字で①から⑯まで、各区間に番

号をふっておりますので、その番号順に説明を

いたします。

まず、北から順に、九州中央自動車道につい

てです。①の延岡－北方間の13.1キロメートル

は供用済みです。
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②の高千穂－日之影間の5.1キロメートルは、

国が現在事業中であり、早期供用を目指してお

ります。

③の蘇陽－高千穂間の約22キロメートルは、

国が計画段階評価を行っております。これは、

新規事業化を目指して、幅が１キロメートルほ

。どある大まかなルートを検討しているものです

ことし３月に国による２回目の地域への意見聴

取が行われたところであり、新規事業化に向け

て一歩前進したものと考えております。

④の日之影－蔵田間の約15キロメートルは調

査中であり、新規事業化を目指しております。

次に、東九州自動車道についてです。

⑤の大分県境から清武南までの127.8キロメー

トルが供用済みであり、このうち延岡南から清

武南までが有料区間となっております。

⑥の清武南－日南北郷間の17.8キロメートル

は、国が現在事業中であり早期供用を目指して

います。

⑦の日南北郷－日南東郷間の9.0キロメートル

は、国が現在事業中であり、今年度完成予定で

す。

⑧の日南東郷－油津間の3.2キロメートルは、

昨年度新規事業化され、現在、地質調査や設計

を進めております。なお、鹿児島県側の⑩の夏

井－志布志間の3.7キロメートルも同時に新規事

業化されております。

⑨の油津－串間－夏井間の約34キロメートル

は国が調査中であり、新規事業化を目指してい

ます。

次に、都城志布志道路についてです。国土交

通省、宮崎県、鹿児島県で事業を進めていると

ころであり ⑪ですが 国土交通省施行区間13.4、 、

キロメートルのうち、供用済み延長は1.9キロメ

ートル、現在事業中区間11.5キロメートルのう

ち、南横市－平塚間の2.8キロメートルは平成30

年度に完成予定です。

⑫の宮崎県施行区間8.6キロメートルのうち、

供用済み延長は3.2キロメートルで、現在事業中

区間5.4キロメートルのうち、梅北－金御岳間

の2.5キロメートルは、今年度完成予定です。

⑬の鹿児島県施行区間22.3キロメートルのう

ち、供用済み延長は8.3キロメートルで、現在事

業中区間14.0キロメートルのうち、有明北－有

明東間の4.3キロメートルは今年度完成予定で

す。

次に、スマートインターチェンジについてで

す。

スマートインターチェンジは、昨年度、山之

口スマートインターチェンジと門川南スマート

インターチェンジが開通したところであり、⑭

、 、ですが 仮称国富スマートインターチェンジは

平成31年度開通予定です。

次に、⑮の川南パーキングエリアについてで

す。ＮＥＸＣＯ西日本が、給油所を新設中であ

、 。 、り 今年度秋ごろの完成目標としてます また

川南パーキングエリアの隣接地におきまして、

川南町が、情報発信基地や物販施設の整備を計

画中です。

次に、⑯のワイヤロープの試行設置について

ですが、東九州自動車道の門川－日向間の約３

キロメートル、西都－宮崎西間の約8.6キロメー

トルについて、ＮＥＸＣＯ西日本により、先日

６月３日に設置が完了したところです。

以上が整備状況の説明です。

次に、２番の課題について説明いたします。

南海トラフ地震などの災害への対応の観点や

県内の経済活動の基盤をつくる観点から （１）、

ですが、まだ、事業化できていない区間の早期

事業化が課題となっております。
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また （２）ですが、事業中の区間は、早期に、

供用開始すること、これも課題であります。

次に （３）ですが、暫定２車線区間での正面、

衝突は重大事故につながる危険性が非常に高い

ことなどから、当面の間、付加車線の設置など

手法を工夫しながら暫定２車線区間を４車線化

していくことが課題です。

また （４）ですが、地域の活性化や、高速道、

路利用者の安全性、利便性向上の観点から休憩

施設の充実が課題です。

最後の（５）につきましては、全体に関係す

る話になりますが、開通直後からストック効果

を最大限に発揮させるため、高速道路等のさら

なる利活用促進が課題です。

説明は以上でございます。よろしくお願いし

ます。

ありがとうございました。執行○渡辺委員長

部の説明が終了いたしました。質疑がございま

したらお願いいたします。

今の報告に関連して港湾課長です○坂口委員

けれど、さっき商工観光労働部をやって、油津

港への大型クルーズ船の寄港誘致を積極的に進

めるということで、当然ああいった大きい事業

ですから、かなりさきのものまで寄港予定とい

うのは、スケジュールが大まかには見えている

と思うんです。そんな中で、例えば、具体的に

は、今やっている耐震補強工事、例のアンカー

打ち込み作業、これはかなり大がかりな準備を

もって作業船一つにしても、相当な経費をかけ

て、船を連れてきてやる作業ですよね。そんな

中で、ぽこんぽこんと寄港予定がある。そのた

めに、その作業を一時中止をして、そこらの仮

設も含めてですけれど、それを解除して、その

。スペースをあける必要が出てくると思うんです

だから、具体的には工事施工業者からいえば、

工事のできない期間というのが出てくると思う

んです。これが緊急入港とかじゃないから、も

う前もって設計書をつくる時点で、ほぼ特に積

算とかの時点ではわかると思うんです そうなっ。

たとき問題なのは、そういったまず一時中止に

伴っての設計変更、金額変更、それから、損料

の積み上げということで、具体的には工期の延

長ですけれど、こういったものが、今の設計書

に反映されておるかどうかということです。特

に、今度の改正品確法あたりから、絶対業者を

泣かせなさんなよということはもう法律で、こ

。れは義務事項として今度は位置づけられました

そこらが、そういった他の部局、特に、施設を

利用しながら、その施設に改善を加えていかん

といかんようなものについての、そこの連携が

。 、とられてるのか 先ほどの商工観光労働部では

今の防舷材と係船柱の据えつけと、それしか把

握してなかったんです。そこらがどんなになっ

ているのかというのを。

クルーズ船の寄港と工事の関○明利港湾課長

連についてでございますけれども、クルーズ船

の誘致といいますのは、港湾管理者といたしま

しても、ポートセールスの観点上重要な業務だ

と認識しておりますので、これまでも観光サイ

ドと連携をとりながら、誘致活動を進めてきた

ところでございます。

そういう中で、港湾管理者としましては、も

ちろん港湾内での工事、それから、荷役業者と

の調整、これについては、クルーズ船の寄港が

大体半年から１年前にはわかりますので、十分

調整を図りながらやってきたところでございま

す。

特に、今御指摘のございました岸壁改良の工

事につきましては、昨年度から現地に着手した

ということや、あと補正予算もいただいて発注
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したということもございまして、なかなか設計

書の段階から調整をした発注というのは、今の

ところは図られておりませんが、事前に十分調

整をしながら、工期の延伸とかを業者さんと話

し合いをしながら進めているところでございま

して、今後、工期延伸に伴う費用増とかいうこ

とが発生すれば、協議の中で対応していきたい

というふうに考えております。

それから、クルーズ船も冬場についてはかな

り寄港回数が減りますので、次回からは、こう

いう冬場のほうに工事が集中といいますか、ピ

ークが来るような工程で発注をしたりとか、今

でもそうなんですが、工区を小さく区切って、

なるべく寄港と工事に影響がないような発注方

式については考えているところでございます。

なかなか難しいと思うんですけれ○坂口委員

ども、途中でそういったことがでてくれば当然

設計変更ですよね。特に工期の延伸、だから、

積算工程と施工工程とが違えば、当然、実際か

かる日にちをその中に入れていかんといかん。

そうなれば、特に、今回のドリル船なんていう

のは、聞いてみると、全国で２つしかおらんよ

うな船を連れてくるわけですから、損料は相当

なものだと思うんです。そういった損料を業者

さんが泣く泣く支払うというのは、これはもう

絶対許されない行為というのと。

それから、今言われたように、誘致を推進し

ていくというんですね。北九州の港なんて年間

二百四、五十入るんです。それを目指していく

わけだから、冬場があいてるとか、夏場がどう

だからという工期を調整するのが１つはいかが

なものかというのと。入札方式でＫ値をつけて

いるでしょう Ｋ値の都合でそれがおくれたばっ。

かりに、全くもう手も出らんよという状況が出

たりで、入札の公平性、それから、会社の経営

方針とか経営計画、そういったものを総合的に

見たときは、これはかなり難しい作業と思うん

ですね。だから、事前に発注して、そして、予

算がついたら、一日も早くお金の経済波及効果

を出す、これも公共事業の義務ですから、そう

いったことをやるとするなら、今のような考え

では僕はだめだと思うんです。総合的な視点が

抜けている、暇な時期に出しますとか、それか

ら、場合によっては設計変更に応ずるというけ

れども、これは工期が延びれば、当然、損料と

いうのは少なくともふえていくわけです。

それから、そこの代理人にせよ、現場の安全

管理にせよ、全て経費がかかるものが、それだ

け求められることになるから、これはやっぱり

基本的にそこのところは整理されておく必要が

あるんじゃないかなということで、これは今後

の検討課題としてぜひ。業者をもうけさせろと

いうんじゃないんです、泣かせちゃいけないと

いうことが。それをつとに感じるのが、この前

の就職説明会です。いろんなブースを県内のあ

らゆる企業が設けて、そこで準備して待ってた

けれど、こういった土木関係には、誰一人学生

は来てないです。あれだけのブースを大がかり

。 、 、にやる ということは やっぱり若い子たちは

。 、そこに魅力を感じてないんです 何かというと

土日休み、有給休暇がある、ボーナスがある、

残業がないということが、これは、いいにせよ

悪いにせよ、時代の流れなんです。そこのとこ

ろをやっぱり業者さんが、そういったものに対

応できるだけの売上を確保できるかどうかでサ

ービス向上やらしてたらとてもできないという

ことです。

だから、今お金の問題言ってますけれど、特

に僕がこだわっているのは、工期の問題なんで

す。例えば、ゆとり工期の発注をするって言っ
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たけれど、それが工費に、工期に算定されてい

るか。土日をやっぱり休ませろというけれど、

それが工期に算定されているか。それは、設計

として裏打ちされているか、具体的には積算で

見積もってくれているかお金を。そこらをやら

ないと、この担い手の確保一つ難しいと思うん

です。これを総合的な視点からぜひ検討をお願

。 。いしておきたいと思います コメントがあれば

油津港のような状態で、い○東県土整備部長

ろんな形で工事を進める中、いろんなことに配

慮しなければならないと思いますので、いただ

きました御意見を参考にしっかり取り組んでま

いりたいと思います。

それと、建設業関係の人材の確保という非常

に大事な観点で、確かに休みであるとか給与で

あるとか、そこの部分で非常に大きく、他の業

種と違うということでなかなか来ていただけな

い。そういう意味では、私たちが行っていく公

、共事業の中もしっかりとそれができるような形

例えば、週休２日の取り組みをしっかりやる、

また、それに関しての設計金額のほうもしっか

り反映していく、そういうことが、給与のほう

に入っていくというふうに、重々私たちも感じ

ておりますので、しっかりその辺は、今後も引

。き続き取り組んでまいりたいと考えております

ほかいかがでしょうか。○渡辺委員長

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、その他報告事項につ○渡辺委員長

いての質疑はここまでといたします。

その他で何かございますでしょうか。

今のような観点から幾つか問題意○坂口委員

識を持ってたのがあるもんですから、この際、

時間がちょっとあるからということでお尋ねし

たいんですけれど。公共事業、将来に向けての

担い手の確保とか、バランスよく県、地域に企

業を配置していきながら、災害とかそういった

ものに対応できるような体制をやっぱりやって

いかんといかんとか、いろんな課題というか、

責務というか、それを持ったこの県土整備行政

なんですけれど。一つにはやっぱり会社の技術

力を高めましょうとか、県内の業者さんででき

るようにしましょうという工夫の一つが、特定

ＪＶだと思うんです。企業何社かが組んで、初

挑戦する人もそこにしてもらって、技術をしっ

かり習得してもらうって。この特定ＪＶの考え

方としてですけれど、本来ならやっぱりそれぞ

れがばらばらで競争するのが競争力が高まるか

らいいんだけれども、それじゃあ競争に参入で

きる資格者を、特に県内に限ったりすると、地

、元優先とか考えたりするとないっていうことで

特定を組まれているんだと思うんですが、技術

を移転をしてその目的を達成したと、そのＪＶ

で組んできた、その人たちが、また次の特定Ｊ

Ｖを組むときに、幹事会社以外でない いわ─

ゆる１階、２階、３階という表現されますけれ

ど、２階、３階にいることですよね。２階の中

にいて、やっぱり幹事会社として、自分がせっ

かくそういった特別な制度のもとで、自分が技

術をせっかく習得させてもらっても、それを県

内の技術のレベルアップとか競争力の向上のた

めに、それを行使しないという状況です。例え

ば、トンネルでなんですけれど、トンネルの過

、去10年間の特定ＪＶでの施工実績を見てみると

３本が５社、４本が２社、５本が１社、６本が

１社、７本が１社で、４本以上が５社、３本が

５社で、３回ぐらい経験すれば、技術的にはも

う十分大丈夫かなということです。

、 、それでも ５本もとっているようなところが

やっぱり下にくっついている。そしたら、これ

を僕らからみると ここは幾ら勉強しても やっ、 、
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ぱり１人立ちできないんだという解釈か、それ

とも、受注をするがために、そこにくっついて

いるんだということ、だから、競争力を高めよ

う、あるいは技術を広げていこうという県の思

惑を十分理解し切ってないんじゃないかなとい

う解釈ができそうな気がするんです。それが、

もう一つと。

やっぱりみんなにやる気のあるところで、そ

れなりの体力のあるところには門戸を開こうと

いう３階建ての１階部分です、一番下。ここは

トンネル実績がなくても、例えば、４万立米、

５万立米の土を動かしたことがあればいいよと

かいうことで、上の２つが、ＪＶの仕組み上、

一番上だけが意思決定権持つんですけれど、こ

この指導を受けながら技術を身につけて、よう

やく２本実績を積む。でも、この人は３階には

だめだぞという排除制度になっているんです。

、 、 、 、ところが １階 ２階は さっき言ったように

何本持ってようとどこでもいいですよというの

は、特定ＪＶの目的からすると、ちょっとおか

しいんじゃないか。本来１社で競争力をやりな

がら、各社しのぎを削るのが税金相手に契約を

していく人の、基本的なスタイルです。でも、

それじゃもろもろの事情があって、それに優先

して特別に認めますというのがＪＶだから、あ

んたは一丁前ですよという判断をしたら、あん

たはトップになって、やっぱりそういう企業と

しての責任は果たせということを義務づけな

。 、きゃおかしいと思うんです 俺は何ぼやっても

一丁前にこの分野ではできないんですわと言っ

たときには、もうあなたは遠慮してくださいっ

て、ＪＶというのは、そういうものじゃないん

。 。です 受注のための機会確保じゃないんですと

技術移転なんですというところ、この整理がで

きてないんじゃないかなということです。

でないと、せっかくある程度、中堅クラスに

いこうと思ったら、もうお婿さんがいないんで

す、もう１ランク上に行ってから勉強しようと

いう人が。この人はもう２本の実績がいつの間

にかゼロになっていくか、もう２本実績がつけ

たがゆえにパートナーがいなくなるという歪な

ものが、実際施工実績からみると出てきてます

、 。から そこの一つ検討の余地があるんかなって

そこらが、やっぱり若い技術者なんかを育てて

、いくための一つの大きなポイントになりそうな

若者の芽を潰してそうな気がするんです。だか

ら、そこを一つ。

それも横並びに見るときに、今どんなになっ

ているかわからんけれど、３本やったらもう一

、丁前でやれるよっていう判断されているんなら

今度は、現場を担当する技術者の施工実績のと

ころを、もう３本で満点をくれてないと、そこ

で５点にすれば、今度は何点も差が出るから、

今度は、そういう建前でやりながら、本当お前

ら、そんなことをしたら仕事とれんぞという総

合評価の方式、これも全体を１回見られる必要

があるのかなっていう気がしますから、これも

一つお願いをしておきます。

、○大坪技術企画課長 特定ＪＶにつきましては

昨年度からいろいろ御指導もいただいていると

ころなんですけれども、確かに、代表的なトン

ネル工事を見ますと、今、ＪＶの代表構成にな

れる可能性のある企業が22社にふえてきたとい

う実績もございますし、今回の佐土の谷トンネ

、 、ルにおきましても ＪＶ参加の企業を見ますと

新しく代表構成に名乗りを上げた方が１社い

らっしゃるというふうに 状況もちょっと変わっ、

てきたところもございます。

ですから、その辺で、複数回受注の実績がで

きても、代表構成にかからないという業者さん



- 44 -

平成29年６月21日(水)

の実態もちょっと把握してみたい、技術者の問

題があるのかもしれませんし、事情もあるかも

しれませんので、そこら辺はちょっと実態調べ

てみたいというのと。

やはり、それ以外の第２、第３の構成員の入

札参加資格のその設定の考え方です。そこにつ

いても、今年度もまたトンネルの発注があるも

んですから、今道路建設課と協議しております

ので、勉強させていただいて検討させていただ

きたいと思っております。

ぜひそこは、６グループなら６グ○坂口委員

ループがもう、それぐらいはやっぱり欲しいよ

というときは、そこが育つようにして、そこま

で行き切らない人たちは、途中で何らかの評価

を加えてやっていくということ。それと、グル

ープを今言った、３本以上実績の10社が、３本

がもう５社で半分いるんだったら足りないわけ

だから、３本いれば、もう配置予定技術者は、

やっぱり技術的にはもう満点もらいますよとい

う施工実績評価をやっていかないと、そこがお

のずと、もうやろうにもやれないというところ

になるから、ぜひお願いしたいと思います。

それから、続けていいですか。もう一つ、去

年あったこれ西環状の松橋工区の解体橋梁です

けれど、落札した業者が、県外業者になってい

るんです。そして、これは県外でも構わないん

ですけれど、競争した結果で、問題は県外１、

県内１しか入札に参加してない 何でかなと思っ。

てずっと見たんですけれど、この入札は参加条

件つき一般競争ですから 鋼構造物工事ってなっ、

、 。てて これ土木一式ってなってないんですよね

そうなると、県内じゃもうほとんどいないって

いって、どこということはちょっと遠慮します

けれど、もう限られるって。県外には結構いる

んですけれど、ここで県外を排除し 排除と─

いうとちょっとおかしいけれど、地元優先しよ

うとすれば、総合評価にせざるを得ない。そし

たら、県内からは、もう本当独占みたいにしか

こないから、競争力は全く失われるということ

は、ここは、痛しかゆしだったと思うんですけ

れど。そうなると、県内が１社だって、結果的

にこれ１対１、県外、県内１しか来んかったか

ら勝算は五分五分ですけれど、価格も1,000円差

でしょう。ということは、もう物すごい精度の

高い積算が業者ができるから、ほぼ同じ札で来

るって見ていい。そうなると、確率の問題で、

県外業者よりもせめて県内の業者さんのほうが

数が多くないと、確率的には県外が多かったら

県外が有利になるというふうなことかな。だか

ら、これ本当に解体で、鋼構造物の施工実績を

持ってて、スパンが60メーター以上でとか、仮

設はだめですよとか。だから、そんな条件をつ

けなきゃ解体というのはできないのかなってい

う、どこに心配があるのかなって、それぐらい

まで競争力を排除するだけの、それに優先すべ

き事情が、この条件つきの条件の中にあるのか

なって。仮桟橋や耐震補強もだめ、橋梁維持補

修などはだめとかです。ちょっとこれはもう大

変やなと思うのが、スパンが60メーター以上っ

て、なかなかないですもんね。これから、そう

いうのが出ていくわけでして、ここにも、じゃ

あ技術導入はどうしてもといえば、ＪＶの考え

方が出てきていいんじゃないかなと思ったりと

いうのが一つと。

なぜこんなことをいうかというと、今年度か

ら、29番目の工種で解体というのが専門業種と

して見られた。だから、これ今後どうやって出

していくかだけれど、やっぱり一般土木として

出さずに、解体工事として出していくことにな

るのかなっていうこと。だから、この分野での
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解体に対しての、そういったものの専門業者を

県内でどうこさえていくかというのに、これ納

税者とか利用者側の立場から考えても、もう

ちょっとやっぱり条件は緩和して県内にやっ

たって、何ら品質的にも安全的にも心配はない

んじゃないかなということ。それをやっていっ

て、専門工種になったからには、まずはランク

を決めてやる、これ民間工事でも実績があれば

いいわけですもんね、解体全体で見ると、橋梁

は別ですけれど。そういったことで、ランク、

、 、 、それから 場合によって このメタルにしても

ＲＣなのかＳＲＣなのか、Ｓなのかっていう区

分分けとか、1,000平米なのか3,000平米なのか

とか、そういったものの専門工種になったから

には、ここにも検討を加えていって、そして、

県内の人たちでしっかり競争もやりながら仕事

もできるっていう条件を整えていくためには、

この条件のあり方と発注の仕方に総合評価も

、やっぱり導入できるんじゃないかなと思ったり

すべきじゃないかなというのが１つあるんです

けれど。何か注文ばっかり言いますけれど、検

討してほしいなというのが一つあります。

もう一つは、今度は営繕方の解体なんですけ

れど、県病院も今後解体になっていくわけです

が、営繕の入札結果を見ると、もう50も60も参

加してきて、30も40も最低制限価格割れとかで

失格しているんです。これも何年か前から改善

してもらって、例えば、見積もりしたものにつ

いては、見積額を公表したりして、参考資料と

して設計図書の中に表示されているんですけれ

ど、それでも、そんなに積算が合わないという

のは、僕は幾つか原因があると思うんです。一

つは、業者さんの積算能力が余りにもないとい

うこと、そして、もう一つには、かなり情報開

示されだしたですけれども、さっき言ったよう

な５億も６億もの仕事で1,000人ぐらいしか使わ

ないという一般土木に比べるとかなり差がある

というのは、やっぱり情報開示しているものが

少ないって。それは、積算基準のための基礎的

なもの、歩掛かりだったり、工事積算、それか

ら 見積もりは出しておられるからあと何でしょ、

うか。幾つかやっぱり条件が出てきてないもの

があるんじゃないかなって気がするんです。で

ないと、やっぱり、そんなに今の業者の勉強の

度合いとか、そういったもので、半数以上がど

ぼんしてしまうなんていったら、本当に示した

予定価格が正しいのかよ、どうなのかよという

のが一つと。

それから、開示できる情報というのは、こと

ごとく開示していかないと そこで悪い意味じゃ。

ないんですけれど、見積もりは改善されたから

見積もりでいいますと、見積もりをとって、そ

れを非開示にしていた時分は、その見積もり業

者さんと近い関係にある民間あたりは、参考数

値として、そこを引き出したって、これは何ら

問題ないわけですから、そうすると、物すごく

有利な立場になってくる だから 過去振り返っ。 、

てみて精査されると見えてくるかもわからんの

ですけれど、あるときはぴったしかんかんで連

続して落札しているけれど、あるときは、もう

はるかオーバーしたり、あの差が倍ぐらいあり

ますから、低い数字と高い数字が。とんでもな

いところいくよというのは、今度は、そこでそ

のとき見積もりをどこからとったかなというの

を調べてみると、ここから見積もりとったとき

は、この業者は本当精度の高い積算するよなっ

て、違うところのときは倍ぐらい書いているよ

なっていうのが見えてくるとか。だから、やっ

、 、ぱり今後積算のあり方 予定価格のつくり方と

今度は、それを業者さんに積算させるときの情
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、報の出し方というのをもっとやっていかないと

やっぱりまだ大分努力価値があるんやないかな

という気がしますね。大分差があります。

具体的には、２つぐらい調べておったけれ

ど、28年度の知事部局で出されたのに、56社応

札して、31社が失格ですもんね。警察の29年の

発注物件では48社参加して、39社が失格ですも

んね。今時こんな積算なんていうのは、余り考

えられない だから そこは二通り さっき言っ。 、 、

たように、情報が足りな過ぎるのと、不確定過

ぎるのと、もう一つは、誰でもいいですよとい

う、その参加資格。ここらはやっぱり工夫して

いく必要があるような気がします。これはもう

全て要望でいいですけれど、ぜひ検討していっ

てほしい。

、 、○渡辺委員長 今 前段と後段とありましたが

、 。もし何か御答弁ありましたら よろしいですか

今度解体業がたしか入ると○東県土整備部長

いうことで、解体の世界、やはりいろんな技術

の向上とか進んでおるようでございます。その

辺で私たちもしっかり勉強していかなければな

らないと思ってますし、それに対する積算とい

うのも、ある意味、見積もりがやっぱり非常に

多くなってくる じゃあその見積もり単価をちゃ。

んと出す、私どもは基本的には、単価とかそう

いうのをしっかり出して、あとはそれぞれ参加

される方がしっかり積算してもらって、入札し

てもらうという形をとってます。その中でまだ

まだ足りない部分があるようであれば、その辺

。はまた改善はしていく必要があるなと思います

今、おっしゃっていただいたいろんな意見も踏

まえて、しっかり整理をしながら、取り組んで

まいりたいと思います。

経費と歩掛かりかなと思うんです○坂口委員

けれど、出すと精度が高まる。

ほかにありますか。○渡辺委員長

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、以上をもって、県土○渡辺委員長

。 、整備部の審議を終了いたします 執行部の皆様

大変お疲れさまでした。ありがとうございまし

た。

暫時休憩いたします。

午後２時25分休憩

午後２時27分再開

委員会を再開します。○渡辺委員長

本日の審議内容を踏まえて何か、御意見があ

りましたら。特にございませんですか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、次に採決についてで○渡辺委員長

すが、委員会日程の最終日に行うこととなって

、 。おりますので あす22日に行いたいと思います

、開会時間は午後１時30分といたしたいのですが

よろしいでしょうか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、そのように決定いた○渡辺委員長

します。

その他、何かございますでしょうか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、本日の委員会を終了○渡辺委員長

いたします。

午後２時28分散会



- 47 -

平成29年６月22日（木曜日）

午後１時32分再開

出席委員（８人）

委 員 長 渡 辺 創

副 委 員 長 島 田 俊 光

委 員 坂 口 博 美

委 員 星 原 透

委 員 外 山 衛

委 員 黒 木 正 一

委 員 満 行 潤 一

委 員 重 松 幸次郎

欠席委員（なし）

委員外議員（なし）

事務局職員出席者

政策調査課主幹 西久保 耕 史

議 事 課 主 査 弓 削 知 宏

委員会を再開いたします。○渡辺委員長

、 、 、まず 議案の採決を行いますが 採決の前に

各議案につきまして、賛否も含め御意見がござ

いましたらお願いいたします。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、ないようですので、○渡辺委員長

これより議案の採決を行います。採決について

ですが、議案ごとがよろしいでしょうか、一括

がよろしいでしょうか。

〔 一括」と呼ぶ者あり〕「

それでは、一括して採決いたし○渡辺委員長

ます。

議案第１号及び第７号につきましては、原案

のとおり可決することに御異議ありませんで

しょうか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

。 、○渡辺委員長 御異議なしと認めます よって

各号議案につきましては、原案のとおり可決す

べきものと決定いたしました。

、 。次に 委員長報告骨子案についてであります

委員長報告の項目及び内容につきまして御意見

がありましたらお願いいたします。

暫時休憩します。

午後１時33分休憩

午後１時35分再開

委員会を再開いたします。○渡辺委員長

委員長報告につきましては、今御説明したこ

とを中心に正副委員長に御一任をいただくとい

うことで御異議ありませんでしょうか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

わかりました。それでは、その○渡辺委員長

ようにいたします。

次に、閉会中の継続調査についてお諮りをし

たいと思います。商工観光振興対策及び土木行

政の推進に関する調査につきましては、継続調

査といたしたいと思いますが、御異議ありませ

んでしょうか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

御異議ありませんので、この旨○渡辺委員長

議長に申し出ることといたします。

次に、高速自動車国道建設促進宮崎県期成同

盟会総会についてであります。今年度は７月21

日金曜日に開催を予定しております。当同盟会

、 、は 当委員会が主体となって活動を行っており

昨年の総会以降の経過を中心に委員長が報告を

行うことになっております。この報告につきま

しては、お手元に配付の委員長報告骨子案をも

とに行いたいというふうに思いますが、ごらん

をいただきまして、特に御意見等ございません

平成29年６月22日(木)
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でしょうか。スタイルとしては、例年のものと

同じかというふうに思いますけれども。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、総会における委員長○渡辺委員長

報告につきましては、詳細については、正副委

員長に御一任をいただくということで御異議ご

ざいませんでしょうか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

ありがとうございます。それで○渡辺委員長

は、そのようにいたします。

なお、総会当日は、午前11時から総会におけ

る委員長報告を協議するための全員協議会、午

後１時30分から基調講演、午後２時10分から総

会となっておりますので、御出席のほどよろし

くお願いいたします。

次に、閉会中の委員会審査についてでありま

す。

７月は高速自動車国道建設促進宮崎県期成同

盟会総会の２日前、19日に総会における委員長

報告について協議を行いますので、よろしくお

願いいたします。

次に、県外調査についてであります。

暫時休憩をいたします。

午後１時37分休憩

午後１時39分再開

委員会を再開いたします。○渡辺委員長

県外調査につきましては、８月29日火曜日か

ら31日木曜日にかけてということになっており

ますので、詳細については、正副委員長に御一

任をいただくということで御異議ありませんで

しょうか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、そのように決定いた○渡辺委員長

します。

なお、具体的な行程等につきましては、後日

改めて御連絡をいたしますので、よろしくお願

いいたします。

その他、何かありますでしょうか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

何もないようですので、以上で○渡辺委員長

委員会を終了いたします。

午後１時39分閉会


